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Sun Java Composite Application Platform Suite
6.2リリースノート

Sun Java Composite Application Platform Suite (Java CAPS)は、Sunのテクノロジを組み合
わせて、サービス統合のすべての要件をサポートする、モジュール化されたプラグ
イン可能のビジネス統合プラットフォームを構築します。Java CAPSには、リポジト
リベースのコアコンポーネントとアダプタに加え、JBIサービスエンジンと接続コン
ポーネントが含まれ、複合アプリケーションの設計をより柔軟に行うことができま
す。ビジュアル開発環境としてNetBeansを使用し、作成したアプリケーションは
GlassFish Enterprise Server上に配備されます。この組み合わせにより、Java
EE、JBI、およびリポジトリベースのコンポーネントを使用して、カスタム複合アプ
リケーション、Java EEアプリケーション、Webアプリケーション、モバイルアプリ
ケーション、およびWebサービスを開発できます。

このリリースでの変更点を、次のトピックで説明します。

■ “オペレーティングシステム、外部システム、およびプラットフォームに関する更
新” on page 5

■ “Java CAPSコンポーネントの変更点と拡張機能” on page 7
■ “Java CAPS 6.2で対応された課題” on page 12
■ “Java CAPS 6.2の既知の課題” on page 31

HTML形式および PDF形式の Java CAPSのすべてのマニュアルについて
は、docs.sun.comで Sun Java Composite Application Platform Suiteのドキュメントページ
にアクセスしてください。

オペレーティングシステム、外部システム、およびプ
ラットフォームに関する更新

Java CAPS 6.2は、新しいバージョンのNetBeansおよびGlassFish Enterprise Serverをサ
ポートします。また、release 6.2では新しいオペレーティングシステムと外部システ
ムのサポートも提供されます。
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次の節に、新しくサポートされるシステムとプラットフォームの一覧を示します。

■ “設計時および実行時のプラットフォームに関する変更” on page 6
■ “オペレーティングシステムに関する変更” on page 6
■ “ブラウザおよび外部システムに関する変更” on page 7

サポートされるシステムと外部システムの一覧については、Planning for Java CAPS
Installationの“Java CAPS 6.2 Supported Operating Systems”およびPlanning for Java CAPS
Installationの“Java CAPS 6.2 Components and Supported External Systems”を参照してくだ
さい。

設計時および実行時のプラットフォームに関する
変更
このリリースの Java CAPSは、次のバージョンのNetBeansおよびGlassFishを使用し
ます。

■ NetBeans IDE 6.5.1
■ GlassFish Enterprise Server 2.1 patch 2

サポートされる JDKのバージョンは、1.5.0_14以降および 1.6.0_03以降です。各プ
ラットフォームでの JDKのバージョン情報については、Planning for Java CAPS
Installationの“Java CAPS 6.2 Supported JDK Versions”を参照してください。

Note – JDK 1.6.0_13および 1.6.0_14を Java CAPSで使用することはお勧めしません。

オペレーティングシステムに関する変更
このリリースの Java CAPSは、次のオペレーティングシステムを新たにサポートしま
す。

設計時

■ Windows Server 2008
■ Red Hat Enterprise Linux AS 5.3 (64ビット)

実行時

■ Windows Server 2008 (OS: 32ビット、JVM: 32ビット)
■ OpenSolaris 2008.11 (OS: 32ビット、JVM: 32ビット)
■ Red Hat Enterprise Linux Server 5.3 (OS: 32ビット、JVM: 32ビット)
■ Red Hat Enterprise Linux Server 5.3 (OS: 64ビット、JVM: 32ビット)
■ IBM AIX 5L 5.3 (OS: 64ビット、JVM: 32ビット)

オペレーティングシステム、外部システム、およびプラットフォームに関する更新
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Note – AIX 5L 5.2は、Java CAPS 6.2ではサポートされません。

ブラウザおよび外部システムに関する変更
このリリースの Java CAPSには、次のブラウザおよび外部システムのサポートが追加
されました。

■ Firefox 3.5.2 (すべての Java CAPSブラウザコンポーネントへのアクセスに使用)
■ OpenSSO Web Services Security (WSS) Agent (HTTPアダプタ用)
■ SWIFT 2009メッセージのサポートおよび SWIFT 2009証明書
■ SAP JCo 3 (SAP BAPIアダプタ用)

Java CAPSコンポーネントの変更点と拡張機能
次の節に示す変更により、製品の拡張機能が提供されたり、コンポーネントの一般
的なユーザビリティーに影響する課題が解決されています。

■ “JBIコンポーネントに関する変更と拡張機能” on page 7
■ “リポジトリベースのコンポーネントに関する変更と拡張機能” on page 8

既存の課題に対する追加の修正については、“Java CAPS 6.2で対応された課題” on
page 12を参照してください。

JBIコンポーネントに関する変更と拡張機能
このリリースの Java CAPSには、次の新しい JBI機能とコンポーネントが含まれま
す。また、Java CAPS 6.2の JBIコンポーネントでは、GlassFishのクラスタ化がサ
ポートされます。リポジトリベースのアプリケーションでは、クラスタ化はサ
ポートされません。

■ スケジューラ接続コンポーネント

この新しいコンポーネントは、JBIサービスの起動にスケジュール機能を提供
し、ほかの JBIコンポーネントを起動するトリガーをスケジュールすることがで
きます。

■ BPELサービスエンジン
■ 検証アクティビティーのサポート。
■ ビジネスプロセスに JavaScriptコードをアクティビティーとして追加する機
能。

■ ファイル接続コンポーネント
■ UTF-16文字エンコーディングのサポート。

Java CAPSコンポーネントの変更点と拡張機能
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■ オンデマンド読み取りに関する設定可能なオプション。読み取りが終わった
ファイルリソースを削除できます。

■ Java正規表現ベースのファイル名パターンを使用して、ポーリングのファイル
名を指定する機能。この機能は、fileNameIsRegexという名前の新しい
file:message属性によってサポートされます。regexは出力ファイルではサ
ポートされません。

■ ロックファイル用のディレクトリを、fileDirectoryプロパティーからの相対
を使用せずに指定する機能。この機能は、新しい file:address属性の
persistenceBaseLocによってサポートされます。

■ FTP接続コンポーネント
■ ロックファイル用のディレクトリを、新しい ftp:address属性の baseLocation

を使用して指定する機能。
■ HTTP接続コンポーネント

■ OpenSSO Web Services Security (WSS) Agentのサポート。これにより、HTTP BC
がリモートマシンまたはローカルマシンのOpenSSO Enterprise 8と通信できる
ようになります。

■ LDAP接続コンポーネント
■ 接続プールのサポート。

■ JMS接続コンポーネント
■ WebSphere Message Queueでの複数キューの使用のサポート(CR 6812395)

リポジトリベースのコンポーネントに関する変更
と拡張機能
このリリースの Java CAPSには、リポジトリベースのコンポーネントに対する次の変
更と拡張機能が含まれます。

■ HL7 JCAアダプタ
この新しいコンポーネントはアダプタパックの一部であり、HL7メッセージング
のサポートを提供します。

■ 全体的な変更と拡張機能
■ 変更したファイルを手動でインポートする代わりに、ユーザーライブラリ JAR
ファイルの共通パス netbeans.user/userdir/libを作成して、任意の JARファイ
ルを使用する機能。外部 JARファイルをこのディレクトリと、アプリ
ケーションが配備されるアプリケーションサーバーの domain/libにコピーで
きるようになりました。(CR 6735569)

■ Enterprise Managerの「サーバーのタイプ」リストで、「Sun Java System
Application Serverドメイン」は SJSAS 9.1とGlassFish ES v2.1の両方を表しま
す。(CR 6866695)

Java CAPSコンポーネントの変更点と拡張機能
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■ LDAPグループの接頭辞のサポート。役割とグループに接頭辞を使用するに
は、startserver.bat (または .sh)の JAVA_OPTSセクションに、次の設定を
追加する必要があります。

-Dorg.apache.catalina.realm.JNDIRealm.ROLE_PREFIX=prefix

prefixは、使用する完全な LDAP接頭辞です (たとえば、com.sun.java)。

(CR 6760987)
■ Alert Agent

■ 認証がない SMTPサーバーに電子メールを送信できるように、Enterprise
Managrでアラートチャンネルを作成または設定しているとき
に、mail.smtp.authを falseに設定する機能。この機能を利用するため
に、Enterprise Managerで「アラートエージェントチャンネル」タブの「新
規」または「編集」をクリックしたときに表示される「チャンネル」ウィンド
ウに、「認証を使用」という名前の新しいチェックボックスが追加されまし
た。(CR 6847411)

■ Sun Java System Message Queue (SJSMQ)の JMSトピックにアラート通知を送信す
る機能。Alert Agentのチャンネルを設定するには、Enterprise Managerで「Alert
Agent's Channel」タブの「新規」または「編集」をクリックします。「チャン
ネル」ウィンドウの「タイプ」フィールドで、「JMS」を選択します。ウィン
ドウが変更され、JMSプロパティーが表示されます。(CR 6736357)

■ Business Process Manager
■ 適切な抽象タイプをグラフィック表示し、キャスト選択をサポートして、これ
らの機能をサポートする正しい BPELコードを自動的に生成します。

■ Woklist Managerは、タスクにフィルタを適用する機能を備え、クエリーを実
行したり、属性に基づいてデータを選択できるようになりました。フィルタは
AND / OR演算子をサポートします。(CR 6637459)

■ HTTP用の Sunアダプタ
■ HTTPアダプタで処理されるメッセージの長さを取得する機能。非常に長い
メッセージでは、処理時間が長くなる場合があります。また、この機能によ
り、指定したサイズを超えるメッセージの処理を回避することができます。こ
の機能に対応して、2つのメソッドが追加されました。
■ public void head () throws HTTPApplicationException

このメソッドは、HTTP HEAD操作を呼び出しま
す。HttpClientApplicationクラスにあり、getに似ています。ただ
し、サーバーは応答にメッセージ本体を返しません。getRequestメソッド
から返された HTTPRequestオブジェクトを使用して、HTTP要求データを設
定できます。続いて、getResultメソッドから返された HTTPResultオブ
ジェクトから、結果を取得できます。この構文は次のとおりです。

■ public int getContentLenght() throws HTTPApplicationException

Java CAPSコンポーネントの変更点と拡張機能
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メソッドは HTTPResultクラスにあります。HTTP応答のヘッダーに指定さ
れたコンテンツの長さを抽出します。content-lengthヘッダーの値が設定さ
れていない場合は、例外がスローされます。

(CR 6860182)
■ SAP BAPI用の Sunアダプタ

■ インバウンド SAP BAPIアダプタで負荷分散を簡単に設定できます。この設定
方法をサポートするために、接続マップのインバウンドアダプタプロパ
ティーに 1つ、環境のインバウンド外部システムプロパティーに 2つのプロパ
ティーが、それぞれ新しく追加されました。新しいプロパティーは次のとおり
です。
■ Use Load Balanced Server: このプロパティーは接続マップで設定しま
す。負荷分散が有効な SAPサーバーを使用している場合は trueに、それ以
外の場合は falseに設定します。

■ Message Server Hostname: このプロパティーは環境で設定します。プロパ
ティーエディタで、「インバウンド SAP BAPI eWay」を展開
し、「サーバー接続設定」を選択してプロパティーにアクセスします。R/3
Message Serverのホスト名を指定します。

■ Application Server Group: このプロパティーは、環境の前のプロパ
ティーと同じ場所で設定します。作業負荷を共有している SAPアプリ
ケーションサーバーの名前を指定します。

(CR 6725723)
■ 動的構成のために、OTDの次のアウトバウンド接続プロパティーを公開しま
す。
■ アプリケーションサーバーホスト名
■ システム番号
■ クライアント番号
■ ユーザー
■ パスワード
■ 言語
■ システム ID
■ ゲートウェイホスト名
■ ゲートウェイサービス
■ メッセージサーバーホスト名
■ アプリケーションサーバーグループ
■ ルーター文字列

これらのプロパティーを使用するには、次の手順に従います。

1. 接続プロパティーの値を set*メソッドを使用して設定します。
2. connectWithNewParamsを呼び出して、SAP接続設定オブジェクトの値を動
的な値に切り替えます。

Java CAPSコンポーネントの変更点と拡張機能
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3. connectを呼び出して、SAPへの接続を確立します。

(CR 6733879)
■ STCMS

■ 保護された同時 FIFOモードでサブスクライバが保持できるコミットされてい
ないメッセージの数に、新しい制限を提供します (この値は設定可能で、デ
フォルトは 1000です)。これまでは、メッセージセレクタと保護された同時
FIFOを使用しているときに、メッセージを異なる順序で受信すると、STCMS
サーバーがタイムアウトしていました。新しい制限により、タイムアウトの発
生を回避します。(CR 6845501)

■ 送信先名で、アスタリスクのワイルドカード文字 (*)をサポートします。(CR
6601025)

■ XSD OTDウィザード
■ XSD OTDエディタからXSDノードをエクスポートするときに、ダイアログ
ボックスが表示されます。ダイアログボックスには 2つの新しいオプションが
表示され、マーシャル出力の名前空間を制御できます。

■ デフォルト名前空間の発行
■ オプションのデフォルト属性の発行

■ OTDの継承とオブジェクトのキャスト機能は、XSDArtifact.jarファイルをイ
ンポートせずに使用できるようになりました。(CR 6734083)

■ Sun Master Index
■ アクティブな EUIDでマージした EUIDを検索するときのパフォーマンスを向
上させるために、sbyn_mergeテーブルのmerged_euid列にインデックスが追加
されました。この変更を既存のデータベースに実装するには、Master Index
データベースに対して次の SQL文を実行します。

CREATE INDEX SBYN_MERGE2 ON SBYN_MERGE (MERGED_EUID ASC)

■ ExecuteMatchLogicsクラスに、想定一致の発生を停止するための
rejectAssumedMatchメソッドが含まれます。これらの拒否された想定一致
は、潜在的重複になるべきですが、そうなりません。これに対応するため
に、2つのメソッドが DecisionMakerResultクラスに追加されました。

■ void rejectAssumedMatch() -想定一致を拒否するフラグを設定します。
■ void acceptAssumedMatch() -想定一致を受け入れるフラグを設定します。

MasterControllerCoreImpl.processMatchメソッドで
は、ExceuteMatchLogics.rejectAssumedMatchメソッドが trueを返
し、disallowAddメソッドが falseを返した場合、新しい rejectAssumedMatchメ
ソッドが呼び出されます。詳細は、Open Dm MI課題 135を参照してくださ
い。(CR 6739926)

Java CAPSコンポーネントの変更点と拡張機能
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■ Sun Master Indexのサーバープロジェクトとクライアントプロジェクトを別の
サーバーに配備する場合は、NetBeansHome/etc/netbeans.confファイルを変
更して、次のテキストを netbeans_default_optionsプロパティーに追加する必
要があります。

-J-DJNDI_PROVIDER_URL=\"corbaname:iiop: MasterIndexHost:iiop-port\"

MasterIndexServerは、マスターインデックスサーバープロジェクトを配備する
アプリケーションサーバーをホストするサーバーの名前です。iiop-port
は、domain.xmlの orb-listener-1のポート番号です。

(CR 6755913)

Java CAPS 6.2で対応された課題
次の節に、このリリースの Java CAPSで対応された課題の一覧を示します。このド
キュメントでは、リポジトリベースの課題の一覧を示し、JBIの課題についてのリン
クを示しています。

■ “JBIに関する対応済みの課題” on page 12
■ “リポジトリベースに関する対応済みの課題” on page 13
■ “Master Data Managementに関する対応済みの課題” on page 27

JBIに関する対応済みの課題
このリリースでは、JBIの設計時および実行時コンポーネントに対して、多数の更新
が行われています。設計時コンポーネントおよび実行時コンポーネントの両方につ
いて、対応済みの課題へのリンクを示します。

■ このリリースで解決されたすべての実行時コンポーネントの課題を確認するに
は、OpenESB IssueTrackerを参照してください。

■ このリリースで解決されたすべての設計時コンポーネントの課題を確認するに
は、NetBeans IssueTrackerを参照してください。

Note –これらのリンク先ページでは、該当する課題のクエリー検索を行う必要が
あります。JBIの実行時コンポーネントおよび設計時コンポーネントに関する解
決済みの課題を一覧で確認するには、『GlassFish ESB Release Notes』の「Issues
Resolved」を参照してください。

次の表に示す課題も、JBIコンポーネントで対応されています。

Java CAPS 6.2で対応された課題
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課題 ID 説明

6856003 次のData Integratorの演算子のサポートが、Java CAPS 6に引き継がれていませ
ん。
■ Normalize Name
■ Parse Address
■ Parse Business Name
■ Null If
■ Number to Hex
■ String to Hex

6856270 ETLコラボレーションにフラットファイルのテーブルが含まれている場合、Data
Integratorプロジェクトのランタイムでエラーが発生します。

6723702 ETLコラボレーションからデータベーステーブルメタデータを更新すると、主
キーが更新されません。

6808993 ETLモニターを起動したときに、空白のページが表示されます。

6784306 Data Integrator (eTL) Monitorで「Purge All」を選択したときに、パージを確認また
は取り消すための確認ダイアログボックスが表示されません。

6808822 管理コンソールを使用して、FTP BCのアプリケーション設定を変更することはで
きません。

6763628 HTTP BCおよびAccess Managerを使用しているときに、HTTPSポートで動作中の
Access Managerに対して認証を行うと、エラーが発生します。

6804542 GlassFish ESから LDAP BCをアンインストールした場合、管理コンソールを使用し
て再インストールできません。

6805041 CASAエディタでは、接続コンポーネントのすべてのコンシューマポートを無効
にできません。

リポジトリベースに関する対応済みの課題
次の表に、このリリースで対応された、リポジトリベースのコンポーネントに関す
る課題のリストと簡単な説明を示します。

課題 ID 説明

6826572 あるバージョンの最初のパッチインストールで -basedirおよび -type引数を使用し
た場合、以降のパッチインストールでも、これら 2つの引数を使用しなければイ
ンストールが失敗します。

6873904 Alert Agentで、アプリケーションサーバーホストに FQDNの代わり
に「localhost」が使用されている場合、電子メールアラートはサーバーの停止を
誤って通知します。

Java CAPS 6.2で対応された課題
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課題 ID 説明

6673876 Alert Agentの通知ウィンドウで、コンポーネントのアラートタイプが表示される
べきところに、「undefined」のテキストが表示されます。

6854720 コラボレーションによって送信されたアラートが、Alert Agentに正しく送信され
ません。

6758036 configagentのURL (http://hostname: portnumber/configagent)で、HTTP 403エ
ラーがスローされます。

6741432
6791279
6817248
6818090
6721528
6793310
6688669
6818531
6795512
6813828

コードの補完が正しく機能しない場合があります。
■ データベースOTDの場合

■ バッチアダプタの場合

■ SAP ALEアダプタの IDocの場合

■ OTD JARファイルの作成中に、アダプタがコードジェネレータ例外をス
ローした場合

■ JCDが別の JCDを呼び出している場合

■ 反復するノードがあるXSD OTDを使用する、R5.1.3U4より古いバージョンで
作成されたプロジェクトの場合

■ Excel OTDおよびCOM/DCOMアダプタの場合

■ 特定のユーザーまたは特定のサブパッケージを使用する場合

6870281 Java CAPSのインストール中に、重複するモジュールが別々のディレクトリにイン
ストールされます。

6797961 共通ライブラリファイルの場所が、Java CAPS R6U1のインストールパスからの相
対になるように変更されます。ある Java CAPS環境で作成したプロジェクトを別
の Java CAPS環境にインポートすると、参照エラーが発生します。

6854845 以前のバージョンからインポートされたプロジェクトの Javaコラボレーションを
開くと、nullポインタ例外が発生します。

6820987 Javaデバッガが、Javaコラボレーション定義 (JCD)内の指定したブレークポイント
で停止しません。デバッガは不正な状態の例外をスローします。

6738600 JDK 1.6.0を日本語のロケールで使用している場合、Java CAPSが論理ホストの作成
に失敗し、XMLエラーを生成します。

6819884 ビルドプロセス中に nullポインタ例外が発生します。

6854726 JARファイルをエクスポートしてチェックインしたあと、エクスポートした
ファイルをチェックアウトするとエラーが発生します。

6769414
6774099

接続マップがコピーされるときに、バッチアダプタでUUIDが再使用されま
す。アダプタはUUIDを使用して状態ファイルを保存します。

6698893 Sun Adapter Development Kitを使用して開発されたアダプタは、接続マップでアダ
プタのプロパティーが変更されたときに、nullポインタ例外をスローします。

Java CAPS 6.2で対応された課題
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課題 ID 説明

6740575 インポートした JARファイルが更新されると、不正な状態の例外が発生します。

6866132 NetBeansおよびGlassFish ESの両方を Solaris上で実行している場合、アプリ
ケーションを配備すると、IAS配備の例外が発生します。

6737840 WSDLドキュメントを使用する JCDをコンパイルすると、JaxRpcCodelet例外がス
ローされます。

6749529 HL7、ファイル、またはバッチの外部システムプロパティーを編集したあと、コ
ンポーネントにチェックインすると、プロパティーを再表示できなくなります。

6789726 サイズの大きい Javaコラボレーション定義を Javaコラボレーションエディタで開
くときに、長い時間がかかります。

6811471 Javaコラボレーションエディタで正しくないクラス名を使用すると、コンパイル
が失敗します。

6697896 JCDのメソッドが、例外をスローして throw節を取り込まない場合、Javaコラボ
レーションエディタは足りない節を検出しません。ビルドプロセスは失敗しま
す。

6763815 JARファイルを JCDにインポートしようとすると、スタックオーバーフローエ
ラーが発生する場合があります。

6850777 JCDコード検証の検証ウィンドウには、JCDコード中のエラーの場所に移動する
リンクが表示されなくなりました。

6711362 JCDを再起動するときに、一部の SAP BAPI RFC OTDのメソッドで JCDの検証が
失敗します。

6856662 OTDノードを展開してフィールドに文字列リテラルを追加するとき、「文字列リ
テラル」を選択するとOTDのツリー表示が折りたたまれてしまうため、再度
ノードを展開する必要があります。

6784131 日本語のロケールを使用しているときに、新規プロジェクトウィザードが英語で
表示されます。

6776449 日本語のロケールを使用しているときに、CAPSのリポジトリメニューが英語で
表示されます。

6824032 入力データのコーディング、エンコーディング、デコーディング、および出力
データのコーディングに Shift_JIS、EUC_JP、MS932、UTF-8、またはASCIIを設定
すると、OTDテスターおよび JCDエディタを開けません。不明のエンコーディン
グ名のエラーが発生します。

6864437 XSD OTDテスターが断続的にハングします。

6762637 ノードをインポートしたカスタムHL7 OTDでOTDテスターを使用している場
合、OTDノードに余分なフィールドが表示され、メッセージが正しくマッピング
されません。

Java CAPS 6.2で対応された課題
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課題 ID 説明

6670197 XSDおよびDTD OTDテスターで、エンコーディングリストに Big5エン
コーディングが表示されません。

6785593 Java CAPSを日本語版のWindows 2003で使用している場合、Enterprise Manager
で「トピック」を選択できません。

6855515 アプリケーションサーバーが応答を停止したときに、電子メールアラートが生成
されません。

6865584 Enterprise Managerをシャットダウンするときに、関連するプロセスの一部が停止
しません。

6721124
6721126
6716090

Enterprise Managerでサーバーリストの表示に時間がかかります。

6800355 サーバーログの場所を変更したあとに、Enterprise Managerが元の場所にある古い
サーバーログを表示し続けます。

6732516 SSL用に設定された JMS Gridデーモンへのメッセージの発行を、Enterprise
Managerでサポートする必要があります。

6847410 JCDによって送信されたカスタムアラートを、Enterprise Managerで表示できませ
ん。

6751770 Enterprise Managerの「マネージャーサーバー」ウィンドウに、アプリケーション
サーバーのユーザー名とパスワードが暗号化されずにテキストのままで表示され
ます。

6851084 Enterprise Managerで複数のドメインを監視しているときに、ドメインの状態
が「UNKNOWN」になり、監視サービスを続行するには Enterprise Managerの再
起動が必要となります。

6846203 Enterprise Managerが論理ホストと異なる場所にある場合、キューおよびトピック
の「前回の公開日時」に「NA」が表示されます。

6594815 Event ManagementとApplication Deployer間の通信不良により、サーバーログに次
のエラーが表示されます。

Access denied for user: lh1.mydomain.com:18000. Password is invalid.

6759925 Enterprise Managerは、ドメインの再起動後にアラートを受信しません。

6859272 アプリケーションサーバーの起動時に、電子メールアラートが生成される必要が
あります。

6701138 Java CAPSを繁体字中国語のロケールで使用しているときに、ほとんどのコン
ポーネントがGlassFish管理コンソールに英語のメッセージを出力します。

6723372 Sun Message Serverのキューを Enterprise Managerを使用して削除するとき
に、メッセージサーバーが一時停止し、回復しません。以降の接続はすべて失敗
します。

Java CAPS 6.2で対応された課題
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課題 ID 説明

6839760 Enterprise Managerを使用して、ジャーナル処理されたメッセージを再発行できま
せん。

6807782 アプリケーションサーバーのシャットダウン時には、電子メールアラートが生成
される必要があります。

6632052 新しい Enterprise Manager Webアプリケーションの設定プログラムで、日本語の翻
訳が必要です。

6585570 コマンド行のコードジェネレータが Linuxプラットフォームで動作しません。

6692113 Webサービス定義のインポートが、実行時検査の例外により失敗します。

6803308 JCDからのWSDLドキュメントを BPELプロジェクトに組み込む場合 (した
がって、ビジネスプロセスは JCD Webサービスを呼び出すことが可能)、BPELプ
ロジェクトのビルドおよび配備によって生成されるWSDLドキュメントが誤って
います。

6758401 asadmin extract-caps-application-configuration コマンドを実行しても、接続
マッププロパティーファイルが生成されません。

6794552 GlassFishでホストされるWebサービスを公開するときに、WSDLファイルが間
違ったファイルにリダイレクトされます。

6818409 SOAPフォルト応答にASCII以外の文字が含まれている場合、これらの文字が正し
く転送されず、「Invalid byte 2 of 3–byte UTF-8 sequence」のエラーが生成されま
す。

6767075 コネクタ接続プールのパスワードが暗号化されている場合、GlassFish ESとリ
モート JMQブローカの間で JMQログインが失敗します。

6846935 JAX RPCが nillable属性の xsi:nilを正しく処理しません。外部Webサービスの呼び
出しのあと、名前空間のエラーが発生します。

6721690 JMS JCA再配信までの待ち時間 (ミリ秒単位)と試行回数が 5000に制限されていま
す。この制限を取り除く必要があります。

6755951 JMS JCAアクティベーションが接続リークにより失敗します。これにより、JMS
Gridでメモリーリークが発生します。

6730245 JMS JCAウィザードで、並行性モードのオプションが不正です。指定できる値
は、serial、cc、および syncです。

6737996 リポジトリベースのプロジェクトで lookup://ResourceNameを使用して管理接続
プールを検索する際に、JMS JCAメッセージ駆動型 Beanを使用できません。

6704923 期限切れの JMSメッセージが、Enterprise Managerと制御ユーティリティーにしば
らく表示されます。

6628677 ログファイルの名前が初期化中に上書きされるため、デフォルトの stcms.log

ファイルの場所を変更できません。

Java CAPS 6.2で対応された課題
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課題 ID 説明

6799451 未確定トランザクションをキュー受信者に対してロールバックしたあ
と、メッセージは再びキューのメッセージ数に含まれるものの、再配信されませ
ん。

6793140 未確定トランザクションを回復したあと、トランザクションのデータベース参照
がクリーンアップされません。これにより、データベースファイルのサイズが増
大します。

6821855 データベースファイルがメッセージでいっぱいになり、新しいファイルが作成さ
れたあと、同期が最新の状態にならない場合があります。した
がって、サーバーが再起動されると、メッセージが再配信されて Duplicate

Message On Restart のエラーが発生します。

6795780 古い stcjms.jarクライアントを使用して STCMSキューから JMSメッセージを受
信する場合、クライアントが受信をコミットするときに、持続性の最適化で障害
が発生します。また、STCMSをホストしているドメインを再起動するときに、消
費されたメッセージに消費済みのマークが付きません。

6636894 stcmsctrlutilを使用して JMSサービスを停止すると、アプリケーション
サーバーはブロックしているすべての JMSクライアントスレッドを中断し、クラ
イアントが割り込み例外をスローします。

6768755 STCMSサーバーに対して stcmsctrlutil.exeを実行すると、pollerのエラーが発生
します。

6777456 バックログマネージャーのログアクションリストの基になる循環リストは、ス
レッドに対して安全ではありません。

6805901 ソケットのプールが有効なときに、STCMSクライアントの Ping実行プログラム
が、自身で所有していないソケットを正しくクローズしません。

6820661 TxLogManagerは空のデータベースファイルを削除できません。起動時のシーケン
ス番号に不連続が生じます。STCMSログに壊れたパイプのエラーが記録されま
す。

6808637 raunifiedjms.jarファイルを、最新バージョンの stcjms_453.jarで更新する必要
があります。

6831154 複数の JMS Ping実行プログラムのスレッドで、メモリー不足のエラーが発生しま
す。

6673656 Solarisおよび Linuxで、コマンド asadmin restore-stcmsを実行しても STCMSイン
スタンスが復元されません。

6800006 STCMS IQ Managerがメッセージの処理を停止し、最終的にクラッシュしてコアダ
ンプを生成します。

6717194 負荷が大きい状況で、メモリーの断片化によって STCMSがメモリーを過度に使用
し、サーバーが応答を停止します。
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課題 ID 説明

6821861 ジャーナル処理が有効な場合、起動時に次のメッセージが stcms.logに記録され
ます。

StartupMessageLists() : MessageQueue with id=xxx was deleted

6794825 Java CAPSに、Java Message Queue 4.2以降を含めます。

6798247 強度の負荷テスト中に、アプリケーションサーバーで pingのタイムアウトが発生
し、クライアント接続が強制的に切断される場合があります。

6855097 トランザクションの処理中にビジネスプロセスの配備を取り消して再配備する
と、ドメインを再起動するまで、アプリケーションサーバーが連続ループでス
タックします。

6801521 STCMSサーバーがソケットで pingメッセージを受信する前に JMSクライアントの
ネットワーク接続を無効にすると、ソケットが接続を確立したままになり、ク
リーンアップされません。

6845567 JMSサーバーのメッセージ数が ServerMaxMessageの値に達すると、スロットリン
グが開始され、挿入速度が低下します。

6772445 未確定トランザクションが正しく回復されないために、重複する JMSメッセージ
が生成されます。

6850646 ジャーナル処理プログラムが、backup.logファイルでキューまたはトピックの
バックアップ LSNを誤って上書きする場合があります。これにより、同じ
メッセージが重複してバックアップされます。

6831273 送信先がキューで送信元がトピックの場合、Java Message Queueのメッセージ再配
信が正しく動作しません。

6793357 receiveメソッドが複数のクライアントインスタンスで使用されている場
合、メッセージが JMSキューからピックアップされません。

6746747 setClientIdメソッドがクライアント IDを変更しようとすると、例外
(javax.jms.IllegalStateException )が発生します。

6835050 64バイトモードで動作しているWindows Server 2003で、JMSがサイズの大きい
メッセージを処理できません。

6780050 メッセージセレクタが異なる複数のサブスクライバが、同じトピックをサブスク
ライブする場合、再起動時に JMSメッセージが失われます。

6731073 メッセージセレクタが同じトピックをサブスクライブする場合、JMSサーバーが
シーケンス番号を複製します。

6728669 メッセージセレクタを使用していて一部のサブスクライバがセレクタに一致しな
い場合、サーバーは再起動時にそれらのメッセージをスキップするために無効な
メッセージ位置情報を使用し、応答を停止することがあります。

6697729 要求/応答のシナリオで ESB API Kitを使用するときに、IQ Managerでメモ
リーリークが発生し、頻繁に再起動が必要になります。
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課題 ID 説明

6729721 ESB API Kit for C/C++クライアントが SSLを使用して接続するとき
に、QueueReceiver.receiveおよび QueueReceiver.receiveNoWaitメソッドが例外
をスローします。

6768533 ESB API Kit for COBOLでは、JMSEMAP.COBおよび JMSOMAP.COBファイルが EBCDIC
形式ですが、これらはASCII形式にする必要があります。

6802532 ESB API Kit for COBOLのサンプル JMSRQRPの実行中にエラーが発生します。

6856220 OTDエディタを使用してOTDテンプレートをインポートするときに、エラーが
発生します。

6776513 タイプが「ANY」の要素を含むDTDから作成されたDTD OTDで、データが正し
く解析されません。

6704168 NetBeansで、ドロップダウンメニューのコピーオプションがHL7 OTDで動作しま
せん。

6734987 Oracle OTDテーブルノードのメソッドが、Javaコラボレーションエディタの自動
補完リストに表示されません。

6713648 外部テンプレートからユーザー定義のOTDに要素を追加する場合、OTDエ
ディタでOTDを読み込むことができません。

6861987 EDIFACT OTC Libraryは、NetBeansからアクセスできません。

6786703 メッセージに特殊なマスク文字がある場合、EDIFACTメッセージのアン
マーシャル処理が動作しません。

6816675 EDIFACT OTDのマーシャル処理で、小数点の前の 0が保存されません。

6687344 テーブルに複数の同義語がある場合、Oracle OTDウィザードでテーブルに重複す
る行が表示されます。

6666832 OTDでOracleまたは Sybaseの準備された文を変更すると、パラメータ名がすべて
param1、param2などにリセットされます。これにより、準備された文を使用する
コードが破壊されます。

6764153 OTDでOracleまたは Sybaseの準備済み文を変更すると、更新が保存されません。

6605314 OTDウィザードを使用してプロシージャからOTDを作成するときに、戻り値の
パラメータに java.sql.ARRAYタイプを選択すると、例外が発生します。

6744950 ASC_X12 OTDで、xsi:type=”ST”で「ANY」として定義されたノードをアン
マーシャル処理しようとすると、アンマーシャル例外がスローされます。

6773219 XSD OTDアンマーシャル処理の実行速度遅延。

6757893 コマンド行で relaunch.shを使用して、XSD OTDを再起動できません。

6802091 コマンド行からXSD OTDを再起動すると、OTDが自動的にチェックアウトされ
ます。
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課題 ID 説明

6784305 XSD OTDのマーシャル処理のあと、解析されたデータに追加の文字が表示されま
す。

6731064 カスタムOTDとビジネスプロセスを含むプロジェクトを Java CAPS 5.1.1からイン
ポートした場合、配備されたプロジェクトを実行すると、実行時例外が発生しま
す。

6755454 SWIFTの検証OTDおよびコラボレーションに対する複数の機能強化。

6755496 一部の privateメソッドが、SWIFT OTDライブラリのMTフィールドに対して、検
証コラボレーションに生成されていない対象によって使用されています。

6755961 類似する 2つのパターン「cv/ 160–288h ls」と「CV/ 160–288h )」で、解析エラーが
発生します。

6765321
6755499
6867642

SWIFT 2008 OTD LibraryのMTフィールドに対する複数の修正。

6788175 SWIFT OTD Libraryで、フィールド 40EがMT700、MT710、およびMT720で解析
に失敗します。

6771459 2008 SWIFT OTD LibraryのMT541 OTDを含むプロジェクトで、コマンド行のビル
ド処理が失敗します。

6862418 SWIFT OTDの SVRルールを更新する必要があります。

6758499 SWIFT 2008 OTD Libraryに対する複数の修正。

6873632 SWIFT OTD Libraryは、BPELユースケースシナリオで機能しません。

6674137 OTDエディタの「文字列からのアンマーシャル」ボタンを使用して SWIFT MT300
メッセージのアンマーシャル処理を行うと、エラーが発生します。

6773189 SEF OTDウィザードが SEF OTDを生成しません。

6828882 COBOL Copybook Converterが、再定義された項目で「OCCURS」を正しく処理し
ません。これにより、生成されたOTDの反復ノードに対して、誤ったデータがア
ンマーシャル処理されます。

6614227 同じOTDを外部テンプレートからOTDエディタに 2回ドラッグすると、エ
ディタに余分なフィールドが表示されます。

6817815 OTDに再帰的なノードが含まれる場合、フィールドをマップしようすると
NetBeansが応答を停止します。重大なヒープサイズエラーが発生します。

6770478 COM/DCOMアダプタに対して、Javaコラボレーション定義 (JCD)を作成できませ
ん。

6732365 Weblogic OTDのメソッドを JCDから呼び出せません。
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課題 ID 説明

6855976 2つの要素を持つXSD OTDを使用するときに、それぞれに子があり、同じ名前を
共有している場合、一方の要素の属性を変更すると、他方の要素の属性も変更さ
れます。

6820389 XSDから生成されたOTDで removeメソッドを呼び出すと、生成されたOTDクラ
スにメソッドが表示され、メソッドの完了ダイアログボックスが表示される場合
でも、コンパイルエラーが発生します。

6821073 Command Line Branch Installer Toolをバージョン 6.2に追加する必要があります。

6838020 複数の IPアドレスが設定されたマシンに、SwiftOTDLibrary2008.sarファイルをイ
ンストールできません。

6766868 カスタムの管理者ユーザー名とパスワードを使用している場合、パッチのインス
トールが失敗します。このリリースで、パッチインストーラに -repuserと
-reppwdの 2つのオプションが追加されます。

6861603 インストールされていない Java CAPSコンポーネントを使用するプロジェクトを
インポートするときに、インポート処理が警告を出さずに失敗します。

6702637 中国語のロケールで動作している複数のリポジトリブランチがあるとき
に、NetBeansで別のブランチに変更できません。

6743160
6763648

リポジトリプロジェクトインポートツールが、コマンド行または IDEのどちらで
も正しく動作しません。

6794338 リモートの Java CAPSリポジトリを操作しているときに、NetBeans IDEのパ
フォーマンスが低下します。

6736086 「data」をリポジトリ名の一部として使用できません。

6794581 プロジェクトにWebサービスとして公開された JCDが含まれる場合、「ポート情
報が見つからない」の例外が発生します。これにより、Webサービスとして公開
された JCDがもう一度呼び出されます。

6853915 UDDIレジストリのWSDLプロバイダの詳細を表示しようとすると、nullポイン
タ例外が発生します。

6857884 WSDL接続エディタのツールボタンが表示されません。

6804467 SQL 2000および SQL 2005のストアドプロシージャの結果セットが常に 0とな
り、WSDLウィザードで編集できません。

6760541 JCDクライアントからの SSL対応Webサービスの呼び出しが、正しくない
ENDPOINT_ADDRESS_PROPERTYを呼び出そうとして失敗します。

6756093 中国語または日本語のロケールで操作している場合、ビジネスプロセスの相互関
係セットを作成できません。

6694020 中国語のロケールで作業している場合、Business Process Manager Editorで Use

Correlationsプロパティーを設定できません。
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課題 ID 説明

6680585 AIXドメインで、ログメッセージがログレベルに従って変化し、SOAP応答が
Business Process Managerプロジェクトの定義WSDLファイルに一致しません。

6855693 NetBeansで、外部から修正された BPMデータベーススクリプトに対する変更を保
存できません。

6681111 ビジネスプロセスを含むプロジェクトのビルドが、コードジェネレータ例外によ
り失敗します。

6770863 ビジネスプロスの JCDが例外をスローする場合、エラーが発生した JCDを
Enterprise Managerが赤色で表示しません。

6727500 Worklist Managerに、Managerロールを持つユーザーのタスクが表示されません。

6819654 Composite Page Designerのページフローを変更したあとに、変更内容を保存できま
せん。

6833158 ポップアップウィンドウを閉じたあと、Composite Page Designerページフローアプ
リケーションが応答を停止します。

6750082 asadminコマンドを使用して、デフォルトのプロパティーで JMSコネクタ以外の
接続プールを作成すると、接続プールがGlassFish管理コンソールのCAPSノード
に表示されません。

6818090 アダプタが CodeGenExceptionをスローするときに、例外の原因に関する情報を表
示せずに、コードの補完が無効になります。

6862156 5.0.5プロジェクトをインポートしてバッチ eWayモジュールを移行しようとする
と、nullポインタ例外が発生します。

6762993 サーバーの応答性が低下したときに、バッチ SFTPアダプタが応答を停止しま
す。getメソッドの実行速度が低下します。

6670570 バッチ FTP OTDを含むコラボレーションで、JCDテスターが動作しません。

6762992 アプリケーションサーバーの応答性が低下したときに、バッチ SFTPアダプタが
応答を停止します。getメソッドを呼び出したときに、アダプタでも遅延が発生
します。

6762418 Synchronizationが接続マップで「no」に設定されている場合、バッチローカル
ファイルOTDの getメソッドが、post-transferコマンドを実行しません。

6759950 1000メッセージを処理したあと、バッチ SFTPプロジェクトが応答を停止し、ド
メインのメインプロセスも応答を停止します。

6767112 バッチアダプタが指定したファイルを見つけられない場
合、TargetFileNameIsPatternプロパティーが falseに設定されている
と、FileNotFoundExceptionが収集されません。

6790775 バッチ SFTP外部アプリケーションを使用して Serv-U SFTPサーバーに接続する場
合、接続が失敗し、SftpStatusExceptionがスローされます。
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課題 ID 説明

6757925 バッチローカルファイル外部アプリケーションが、UNCパスにドライブ文字を正
しく付加しないため、アダプタは指定された場所にファイルを書き込むことがで
きません。

6818519 MySecureShell SFTPサーバーに接続しているときに、バッチ SFTP外部システムが
例外をスローします。この解決策の一部として、クライアントで使用する SFTP
プロトコルの最大バージョンとして SFTPバージョン 3を設定します。

6877193 Adapter Development Kitに用意されているサンプルが正しく動作しません。

6869815 Adapter Development Kitのコンポーネントを使用して作成されたプロジェクト
を、Java CAPS 6.2で開けません。

6870286 Adapter Development Kitで作成されたアダプタのNBMファイルをビルドできませ
ん。

6856357 Adapter Development Kitを使用して、カスタムアイコン (つまり、デフォルト以外
の画像ファイル)を使用する新しいアダプタを作成すると、コード生成が失敗しま
す。

6867425 Adapter Development Kitを使用して新しいアダプタを作成するときに、アダプタの
SARファイルをビルドできません。

6814363 ストアドプロシージャから返された結果セットに、DB2 Connect Type 4ドライバを
使用してアクセスすると、nullポインタ例外が発生します。

6802229 Statement.setQueryTimeoutメソッドは、メインフレームのDB2ドライバでサ
ポートされていません。

6772540
6772541
6771937

DB2、SQL Server、およびOracleへの接続で、非常に長い遅延が断続的に発生しま
す。

6835472 eMailアダプタを使用する BPELプロジェクトで、実行時に
NoClassDefFoundError:PersistentBeanMEssageWrapperというエラーが発生しま
す。

6750580 eMailアダプタがmultipart/relatedメッセージを処理するときに、例外をスローし
て以降のメッセージを処理しません。

6771879 HTTPアダプタで、input.getRequest.getTextの呼び出しに対して、メッセージに
テキストが含まれている場合でも nullが返されます。

6807060 HTTPアダプタで、postメソッドを呼び出すと nullポインタ例外がスローされま
す。

6770903 高負荷の状況で、HTTPアダプタが「Internal Server Error – 500」エラーを生成しま
す。

6852307 HTTPアダプタサーバープロジェクトを基本認証で使用する場合、配備が失敗し
て例外が発生します。
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課題 ID 説明

6830725 JCDが Informixに接続する場合、Informixへの接続が失われても JCDが再接続を
行いません。

6843990 Sun Java System Application Serverが配備ターゲットの場合、LDAPアダプタの接続
プール設定のプロパティーが無視されます。

6855988 JBIブリッジプロジェクトを含む複合アプリケーションで、ビルドプロセスが失敗
します。

6760943 JBIブリッジプロジェクトを含む複合アプリケーションを配備する場合に、アプリ
ケーションサーバーが「インスタンスが見つからない」という例外をスローしま
す。

6677837 Solaris 10の zh_TWロケール (繁体字中国語)でコネクタ接続プールを作成するとき
に、管理コンソールが応答を停止します。

6750562 JDBC/ODBCアダプタを使用して、INおよびOUTパラメータを含むDB2プロ
シージャを呼び出すときに、SQLエラーが発生します。この原因
は、clearParametersメソッドです。

6781008 コマンド asadmin extract-caps-application-configurationが、WebSphere MQア
ダプタで動作しません。

6841180 JDK 1.6のバージョンを使用する場合、プロジェクトの EARファイルで asadmin

extractコマンドおよび asadmin importコマンドを実行したあと、Oracleアダプタ
に対して Environment Override機能が動作しません。

6744428 SAP eWayを含む 5.0.5プロジェクトをインポートするときに、インポート処理が
応答を停止し、手動で処理を終了する必要があります。

6856107 sapjco3.jarの下位互換性の課題により、SAPウィザードでエラーが発生し、例外
がスローされます。

6818117 SAP BAPIのグローバルRARを JCo 3のインバウンドモードで使用する場合、抽象
メソッドのエラーが発生します。

6810843 SAP BAPIアダプタを非トランザクションモードまたはトランザクション (tRfc)
モードで使用する場合、アダプタが自動コミットしません。

6795976 SAP BAPI OTDを再起動するときに、このOTDを使用する JCDが機能しなくなり
ます。

6724617 SAPプロジェクトを ICAN 5.0.5からインポートするときに、JCDが検証に失敗し
て、ビルドができません。

6739514 SAP IDocウィザードで、「IDocをリスト」ボタンでシステム内のすべての IDoc
が表示されません。

6772238 SAP IDocウィザードで、サポートされていないバージョンの SAPを選択できま
す。

6867277 TCP/IPアダプタプロジェクトが、NotSerializableExceptionにより失敗します。
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課題 ID 説明

6696822 ビジネスプロセスでのデータベース列の並び順が、SQL Server OTDでの並び順と
異なります。

6775765 TCP/IPアダプタの app.getSocket().getInputStream()メソッドと app.getSocket()

メソッドが、渡された最初の 1024バイトを破棄します。

6795068 TCP/IPアダプタのポート番号が、ログに正しく記録されません (コンマが含まれ
る)。

6827513 一部の複合アプリケーションを配備するときに、無効な記述子のエラーが発生し
ます。

6738915 同じサーバーで複数のHL7プロジェクトが実行されている場合、HL7接続でクラ
スキャスト例外が頻繁にスローされます。

6827513 TCP/IP HL7アダプタをインストールすると、Release 6からアップグレードされた
プロジェクトは、「無効なアーカイブ記述子」のエラーにより配備に失敗しま
す。

6798876 Java CAPSではオートボクシングがサポートされていますが、リポジトリベースの
プロジェクトでコードが JCD用にコンパイルされません。

6785947 配備されるUnified Resource Adapter (URA)を使用するプロジェクトを配備する
と、例外 ClassNotFound Exceptionがスローされます。

6813161 すべてのユーザーの useridディレクトリで、ECRCファイルを同期する必要があ
ります。このファイルは、NetBeansホームディレクトリ内のいずれかの場所に保
存する必要があります。

6718240 「日中に毎週」に設定すると、スケジューラが正しくない時刻に起動します。

6768527 アクセス制御リスト (ACL)をプロジェクトから削除できません。

6792243 NetBeansのユーザー管理機能を使用してユーザーを削除するときに、ACLが更新
されないため、IDEを再起動したあともユーザーが存在したままになります。

6809565 配備プロファイルでスプレッドシートビューを選択すると、すべてのフィールド
に「データが無効です」が表示されます。

6751202 バッチアダプタプロジェクトの配備および再配備中に、メモリー不足の例外が発
生します。

6734521 範囲外のインデックスの例外により、論理ホストでランダムにエラーが発生しま
す。

6794331 管理コンソールで「アプリケーションサーバー」、「モニター」タブ、「実行
時」タブの順に選択したあと、「JVM」以外の「表示」オプションを選択する
と、HTTP 404エラーが発生します。

6824377 生成されたWSDLドキュメントが、SLLおよびユーザートークンの要素を作成し
ません。
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課題 ID 説明

6858220 バージョン 5.0.5からインポートされたWebサービスプロジェクトは、Release 6.2
でのビルドに失敗します。

6828690 トークンと SSL接続を使用するときに、Webサービスがソケット例外をスローし
ます。

6770349 dateTime要素に「nil」があるため、Webサービス操作からの応答を解析でき
ず、アンマーシャル処理の例外が発生します。

6691795 AIXで xsi:nil="true"というテキストを含むWebサービス要求を送信すると、エ
ラーが発生します。

6780177 Webサービスのクライアント環境プロパティーで使用される LDAP参照が、文字
どおりに解釈されます。

6740199 Webサービスクライアントプロジェクトが、実行時に nullポインタ例外をス
ローします。

6799913 Webサービスの応答時間遅延。

6809678 SOAP要求のXML要素に含まれるエスケープ文字が、2回エスケープされます。

6703921 複数のWebサービスが JCDから呼び出され、各WSDLドキュメントのターゲット
名前空間が同じである場合、パッケージ名およびクラス名が一意でないため、プ
ロジェクトをビルドできません。

6807530 Webサービスに nullable型の要素を送信できません。

6737049 JCDからWebサービスを呼び出したあとに、SOAPフォルトメッセージを取得で
きません。

6810985 応答に値が空の datetime要素が含まれている場合、外部Webサービスの呼び出し
が失敗します。

Master Data Managementに関する対応済みの課題
次の表に、このリリースで対応されたマスターインデックスコンポーネントに関す
る課題の簡単な説明を示します。

TABLE 1 Sun Master Index (リポジトリ)に関する課題

課題 ID 説明

6659613 キーのない子オブジェクトを使用するときに、SBRが一部の子オブジェクトを複
製します。
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TABLE 1 Sun Master Index (リポジトリ)に関する課題 (続き)
課題 ID 説明

6731913 getEUIDメソッドが、不適切な nullポインタ例外をスローします。このリリースで
の修正により、getEUIDは次のように動作します。
■ 有効なファシリティーと LIDを指定した場合、getEUIDは EUIDを返します。

■ 有効なファシリティーと無効な LIDを指定した場合、getEUIDは nullを返しま
す。

■ 有効なファシリティーと必要な形式を満たしていない LIDを指定した場
合、getEUIDは検証例外をスローします。

■ 無効なファシリティーを指定すると、getEUIDは検証例外をスローします。

6699674 getEUIDに渡す識別子が長すぎる場合、検証例外の代わりに nullポインタ例外がス
ローされます。

6807758 Master Indexクライアントプロジェクトを実行するために、runed.batを変更する
必要があります。

6718625 EDMレポートの max-result-sizeプロパティーの値が、デフォルト値の 100で上
書きされます。

6855160 NetBeansから、データベースまたは設定ファイルに変更を保存できません。

6799090 5.1.3 eViewプロジェクトをインポートしたあと、クライアント配備プロファイル
で Sun Master Index外部アプリケーションが認識されません。

6697222 Enterprise Data Manager (EDM)で、二重引用符を含むフィールドが正しく表示され
ません。

6752758 Sun Master Patient Indexをインストールすると、Master Patient Indexプロジェクト
の下に複数の eView.Personオブジェクトが作成されます。

6747936 潜在的重複の解決された日付が、Master Indexデータベースに保存されません。

6778606 クライアントが別の JVMから実行されると、MergeResultおよび
TransactionObjectオブジェクトの直列化は機能しません。

6825113 ObjectNode.equals(Object o)メソッドは、オブジェクトを比較するときにクラス
を検証しないため、誤検出が発生します。

6875294 Master Indexを JREバージョン 1.5.0_14を使用して実行する場合、初期化に関する
問題が発生します。

6875297 EDMからマスターインデックスに 1つ目のレコードを作成しようとしたとき
に、EJB例外がスローされます。これは、JRE 1.5.0_14で発生します。

6637511 EDMで新しいページを表示したときに、カーソルが正しい位置に表示されませ
ん。
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TABLE 2 Sun Master Indexに関する課題

課題 ID 説明

課題 160 Master Indexからのアウトバウンドメッセージに、作成日と更新日の値がありませ
ん。

課題 189 現在、MIDMの監査ログで、日付としてタイムスタンプではなく作成日が表示さ
れます。短時間に多数のトランザクションが発生する可能性があるため、タイム
スタンプの方が有益です。

課題 212 追加したアドレスフィールドのテキストにアポストロフィが含まれている場
合、フィールドを編集できません。

課題 219 「ソースレコードを編集」ウィンドウから表示した「情報」ダイアログボックス
のバナーの一部が表示されません。

課題 222 生成された outbound.xsdファイルが、NetBeansでは使用できません。これに対処
するために、次の行が追加されました。

xmlns:tns="uri:PersonOutMsg"
targetNamespace="uri:PersonOutMsg"

課題 229 Master Indexに対するトランザクションの再構築が不十分です。また、2つのトラ
ンザクションが同時に処理されるときに、タイムスタンプが 2番目のトランザク
ションだけに使用され、例外が発生する場合があります。

課題 237 EPathパーサーが無効な文字を見つけたときに、「トランザクションの詳細」が
表示されません。

課題 240 MIDMの複数のフィールドで同じコードリストが使用されている場合、生成され
た codelist.sqlファイルに、そのコードリストが複数回含まれます。これによ
り、スクリプトの実行時にエラーが発生します。

課題 255 update.xmlを検証するために使用される update.xsdファイルで、サバイバーカリ
キュレータの system-fields要素にフィールドを指定することができません。

課題 257 編集不可として定義されたフィールドを、「ソースレコードを表示/編集」ウィン
ドウで編集できます。

課題 272 潜在的重複の解決された日付が、データベースに保存されません。

課題 278 アウトバウンド JMSメッセージXMLに名前空間がありません。

課題 287 「ソースレコード」ウィンドウで、子オブジェクトの「クリア」ボタンが正しく
動作しません。

課題 293 Master Controller EJBのリモート呼び出しが、結果オブジェクトをクライアントで
インスタンス化できないため、mergeメソッドで失敗します。

課題 295 大括弧で囲まれたデータにより、FieldDescriptor.validateメソッドで検証エ
ラーが発生します。
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TABLE 2 Sun Master Indexに関する課題 (続き)
課題 ID 説明

課題 298 フィールドに Long型のデータが含まれる場合、テキストが次のレコードにまた
がって表示されます。これを防ぐために、Long型のデータフィールドには 20文
字しか表示されません。フィールドに 20文字を超えるデータがある場合
は、データの末尾に省略記号 (...)が表示されます。省略記号の上にマウスを移動
すると、すべてのテキストが表示されます。

課題 304 生成された outbound,xsdファイルで、SBR要素に対して maxOccurs=”1”が設定さ
れています。一部のトランザクションタイプには 2つの SBR要素があります。

課題 309 「トランザクション」ウィンドウの「印刷」ボタンが、正しく表示されません。

課題 312 MIDMのトランザクション履歴が、Firefox 2.0.xで正しく動作しません。

課題 322 「トランザクション履歴」ページおよび「監査」ページで、システム IDとローカ
ル IDが表示されるときに、ローカル IDが先に表示されます。ローカル IDの書式
は選択したシステムに依存するため、システムフィールドが最初に表示されるべ
きです。

課題 324 MIDMには、長さが不定のローカル IDを指定できません。

課題 325 アウトバウンドメッセージをトリガーする EJB呼び出しが完了したときに、ト
ピック接続がクローズされません。この結果、オープンされた接続が多すぎる状
態になります。処理例外がスローされます。

課題 332 更新可能でないフィールドが、Potential Duplicateレポートに表示されません。

課題 334 Master Indexがアウトバウンドメッセージを生成するときに、削除済みのフラグが
設定されている場合でも、削除された子オブジェクトがメッセージに含まれま
す。

課題 335 MDMプロジェクトを削除してビルドするときに、対応する EJBプロジェクトでプ
ロパティーがリセットされ、JARファイルの追加などのカスタム変更が削除され
ます。EJBプロジェクトはコンパイルされません。

課題 341 SEQExceptionでエラーメッセージが表示されず、例外の原因が不明になる場合が
あります。

課題 344 SBYN_MERGEデータベーステーブルで、merged_euid列にインデックスが必要で
す。

6682971 MIDM検索ウィンドウで、範囲検索のフィールドの配列をより明確にする必要が
あります。

6708211 アンマージトランザクションのあと、レコードの履歴が正しく表示されません。

6710895 MIDMでレコードのトランザクション履歴を表示している間にレコードが更新さ
れた場合、表示されている情報が最新でないことを示すアラートが表示されませ
ん。
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TABLE 2 Sun Master Indexに関する課題 (続き)
課題 ID 説明

6858060 20文字を超えるフィールド名を入力すると、Oracleの制限を警告するメッセージ
が表示されます。この制限はMySQLデータベースにも存在しますが、MySQLに
は同じ制限がないため削除できます。

6700054 MIDMの「レコードの詳細」ページで、フィールドのラベルと値が似すぎていま
す。

6703149 MIDMの「重複したレコード」ページで無効なローカル IDを入力すると、エ
ラーメッセージが表示されます。エラーメッセージを閉じるときに、ローカル ID
フィールドをクリックして修正することができず、「システム」フィールドが消
去されます。

6829621 Sun Match EngineおよびTransactionObjectDBのマルチスレッドに関する課題の結
果として、nullポインタ例外が発生します。

Java CAPS 6.2の既知の課題
次の節では、このリリースでの既知の課題を説明します。課題を回避できる場合
は、その方法についても説明しています。各節では、元になっているOpenESBプロ
ジェクトの課題へのリンクを示しています。また、「CR」は課題の変更要求番号を
表します。

アダプタに関する既知の課題
Sunアダプタに関する既知の課題を次に示します。

■ CR 6676202
Oracleアダプタ (eWay)とその関連する環境を含む 5.1.0プロジェクトをイン
ポートする場合、外部システムの「環境プロパティー」ウィンドウの一覧に、ア
ウトバウンド非トランザクションのプロパティーが表示されません。これは、リ
リース 5.1.0が非トランザクションメッセージングをサポートしないために発生し
ます。

この課題を回避するには、インポートした環境で新しいOracle外部システムを作
成および設定します。

■ CR 6702711
MSMQアダプタが接続プール機能を実装しました。これによりテンプレートが変
更され、外部システムに対するプロパティーが追加されました。

Java CAPS 5.1.3以前のバージョンからMSMQプロジェクトをインポートしてビル
ドする場合は、プロジェクトをビルドするために環境プロパティーと接続マップ
プロパティーを開く必要があります。

■ CR 6674397
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XAトランザクションの途中でアプリケーションサーバーが停止すると、データ
ベーステーブルがロックします。

この課題を回避するには、データベースを再起動してロックを解除します。

■ CR 6697220

HTTP、Siebel、および PeopleSoftアダプタのインバウンド設定に対して、LDAPサ
ポートがありません。

■ CR 6779560

HL7 V3機能は、HL7 JCAベースの EJBでは使用できません。
■ CR 6854684

正しい JARファイルをインストールするには、Oracleアプリケーションアダプタ
をインストールする前にOracleアダプタをインストールする必要がありま
す。Oracleアダプタは、標準の Java CAPSインストールでインストールされま
す。

■ Adapter Development Kitは、グローバルRAR (JCAアダプタ)の作成をサポートし
ません。(CR 6876283)

■ eWay Development Kitのバージョン 5.1.xを使用して作成された eWayは、Adapter
Development Kitを使用して Java CAPS 6.xで作成し直す必要があります。

BPELサービスエンジンに関する既知の課題

Note – BPEL SEの停止と再起動の課題については、“JBI管理に関する既知の課題” on
page 50を参照してください。
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BPELサービスエンジンに関する既知の課題を次に示します。

■ NetBeansの課題 148288 (http://www.netbeans.org/issues/
show_bug.cgi?id=148288)

「ソースを削除」オプションを使用して BPELプロジェクトを削除したあと、同
じ名前を再利用して新しいプロジェクトを作成すると、新しく作成したプロ
ジェクトの「プロパティー」ウィンドウを開くことができません。

この課題を回避するには、NetBeans IDEを停止して再起動します。
■ 課題 555 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=555)

BPELサービスエンジンは、Derbyデータベースに対して接続プールとデータ
ソースの作成だけを実行できます。この機能は開発者の支援用で、その他の
データベースやクラスタでは使用できません。BPELサービスエンジンは、サ
ポートされるすべてのデータベースに対して持続的テーブルを自動的に作成しま
すが、この機能はスタンドアロンモードのみで動作します。クラスタモードでは
使用できません。BPELサービスエンジンをインストールする前に、接続
プール、データソース、およびテーブルを作成する場合は、持続性を有効にして
コンポーネントをインストールします。それ以外の場合、クラスタへのインス
トールは失敗します。

テーブルが自動的に作成されない課題を回避するには、テーブルをスタンドアロ
ンモードで作成したあと、BPEL SEをクラスタに追加します。

■ 課題 1802 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1802)

入力メッセージにオプションのノードがない場合、invalidVariable例外がス
ローされます。ノードは必須でないため、この例外は適切ではありません。この
原因は、BPELのスキーマ型の caseおよびmessage変数に関する課題です。
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Composite Page Designerに関する既知の課題
Composite Page Designerに関する既知の課題を次に示します。
■ CR 6624231
チュートリアルにあるユーザーが生成したポートレットは、アプリケーション
サーバーのWebコンテナに配備されたときに (Solaris 10 x86ゾーンを使用して)動
作しますが、Firefoxで正しくレンダリングされません。
この課題を回避するには、ポートレットを thickではなく thinに変更します。完
全な課題の解決にはなりませんが、表示されやすくなります。

Data Integratorサービスエンジンに関する既知の
課題
Sun Data Integratorサービスエンジンに関する既知の課題を次に示します。
■ 以前の Java CAPSリリースで作成して Java CAPS 6.2に移行した、既存の eTL/Data

Integratorプロジェクト (Modern)に互換性の課題があります。この課題を回避す
るには、プロジェクトごとに build-impl.xmlファイルを更新する必要がありま
す。ファイルは、ProjectHome/nbprojectにあります。プロジェクトごとに、次の
2つのエントリを追加します。

include name="org-openide-io.jar"/
include name="org.openide-explorer.jar"/

■ CR 6681744
コマンド行を使用して eTL 5.1.xプロジェクトを Java CAPS 6にインポートする
と、例外が発生します。

5.1.xプロジェクトをインポートする場合
は、NB_HOME、DB_DRIVERS_HOME、ETL_MIGRATION_CLASSPATH、および
DB_DRIVER_PATH変数を、次のように設定してください。eTLコラボレーション
にデータベーステーブルが含まれる場合は、引き続き例外が発生します。フ
ラットファイルを使用する場合は、課題は発生しません。データベーステーブル
の課題を回避するには、リポジトリを再起動したあと、importコマンドを再実行
します。または、NetBeans GUIを使用してプロジェクトをインポートします。

set NB_HOME=C:/JavaCAPS6/netbeans

set DB_DRIVERS_HOME=C:/JavaCAPS6/.netbeans/caps/modules/ext

set ETL_MIGRATION_CLASSPATH=

%NB_HOME%/ide9/modules/org-netbeans-modules-project-ant.jar;

%NB_HOME%/ide9/modules/org-netbeans-modules-projectuiapi.jar;

%NB_HOME%/ide9/modules/org-netbeans-modules-projectapi.jar;

%NB_HOME%/platform8\lib\org-openide-util.jar;
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%NB_HOME%/soa2/modules/org-netbeans-modules-etl-editor.jar;

%NB_HOME%/soa2/modules/org-netbeans-modules-etl-project.jar;

%NB_HOME%/platform8\modules\org-openide-dialogs.jar;

%NB_HOME%/platform8\core\org-openide-filesystems.jar;

%NB_HOME%/ide9/modules/org-netbeans-modules-db.jar;

%NB_HOME%/platform8\modules\org-openide-nodes.jar;

%NB_HOME%/platform8\modules\org-openide-text.jar;

%NB_HOME%/xml2\modules\org-netbeans-modules-xml-validation.jar;

%NB_HOME%/ide9\modules\org-netbeans-api-xml.jar;

%NB_HOME%/soa2\modules\org-netbeans-modules-soa-ui.jar;

%NB_HOME%/\platform8\modules\org-openide-loaders.jar;

%NB_HOME%/platform8\modules\org-openide-windows.jar;

%NB_HOME%/platform8\modules\org-openide-awt.jar;

%NB_HOME%/xml2\modules\org-netbeans-modules-xml-xam-ui.jar;

%NB_HOME%/platform8\modules\org-openide-options.jar;

set DB_DRIVER_PATH=%DB_DRIVERS_HOME%/db2adapter/db2builder.jar;

%DB_DRIVERS_HOME%/stc/ewaycommon/com.stc.ewayrepositoryapi.jar;

%DB_DRIVERS_HOME%/../com-stc-bpms-common.jar;

%DB_DRIVERS_HOME%/../com-stc-log4j.jar;

%DB_DRIVERS_HOME%/otd/com.stc.otd.fwbuildapi.jar;

%DB_DRIVERS_HOME%/stc/ewaycommon/com.stc.ewayutils.jar;

%DB_DRIVERS_HOME%\oracleadapter\oraclebuilder.jar;

%DB_DRIVERS_HOME%/sqlserveradapter/sqlserverbuilder.jar;

%DB_DRIVERS_HOME%/sybaseadapter/sybasebuilder.jar;

■ CR 6694617
テーブルが固定幅の eTL 5.1.xプロジェクトをインポートすると、実行時にエ
ラーが発生します。実行時テストでは、java.sgl.SQLExceptionが発生します。

この課題を回避するには、インポートした eTLプロジェクトの実行が
java.sql.SQLException: LOADTYPE property required in organization clause の例
外によって失敗するかどうかを確認します。実行に失敗する場合は、ETLコラボ
レーションファイルを開き、使用されているフラットファイルテーブルごとに
ORGPROP_LOADTYPE 属性がリストされていることを確認します。ORGPROP_LOADTYPE

属性がない場合は、属性を手動で追加してコラボレーションを保存し、プロ
ジェクトを再実行します。次に例を示します。

<attr name="ORGPROP_LOADTYPE" type="java.lang.String" value="FIXEDWIDTH" />

<attr name="ORGPROP_LOADTYPE" type="java.lang.String" value="DELIMITED" />

■ CR 6705843
eTL移行ツールを使用してアップグレードし、JBIブリッジを使用するように変更
した 5.1.x eTLプロジェクトで、コマンド行のコードジェネレータが EARファイル
の作成に失敗します。

この課題を回避するには、移行したData Integratorプロジェクトを、NetBeans GUI
を使用してビルドおよび配備します。

■ CR 6707522
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ロガーのプロパティーで sun-etl-engine設定を変更しても、サーバーログファイル
のログレベルおよびメッセージレベルが変更されません。

■ CR 6669876

5.1.3 eTLプロジェクトを Java CAPS 6.x環境にインポートして、ETLコラボ
レーションを変更したあと、プロジェクトを再インポートすると、ETLコラボ
レーションが更新されません。つまり、インポート処理によって上書きされてい
るはずの、前に行なった変更がそのまま表示されます。

これを回避するには、次のいずれかの操作を行います。

■ NetBeansを再起動します。ETLコラボレーションを開くと、元のインポートし
たバージョンになっています。

■ プロジェクトを再インポートする前に、「プロジェクト」ウィンドウから ETL
モジュールを削除したあと、手動で
JavaCAPSHome/.netbeans/caps/eTL/Imported Projects/ ProjectNameディレク
トリを削除します。

Data Mashupサービスエンジンに関する既知の課
題
Data Mashupサービスエンジンに関する既知の課題を次に示します。

■ Open-DM-DSの課題 161 (https://open-dm-ds.dev.java.net/issues/
show_bug.cgi?id=161)

WHERE節に current_timestamp関数を使用して、Axionデータベースに問い合わ
せるときに、解析の例外が発生します。

この課題を回避するには、代わりに now関数を使用します。

次に例を示します。

WHERE DEPARTMENT.DEPTID=EMPLOYEES.DEPTID and EMPLOYEES.DEPTDATE <= NOW()

■ Open-DM-DSの課題 165 (https://open-dm-ds.dev.java.net/issues/
show_bug.cgi?id=165)

DataMashupプロジェクトの「コラボレーションプロパティー」ウィンドウ
で、「応答タイプ」フィールドがドロップダウンフィールドではなくなりまし
た。次の値を指定できます。

■ WebRowset
■ RelationalMap
■ JSON
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データベース接続コンポーネントに関する既知の
課題
データベース接続コンポーネントに関する既知の課題を次に示します。

■ 課題 431 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=431)

Oracle用の ojdbc5.jarドライバは、準備された文をサポートしません。次のエ
ラーメッセージが表示されます。

java.sql.SQLException: Unsupported feature

結果セットは設定されず、データ型にかかわらず、すべてのパラメータに対して
java.lang.stringが選択されます。

この課題を回避するには、ojdbc5.jarの代わりにDataDirectドライバを使用しま
す。

■ 課題 453 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=453)

準備された insert文に指定した引数が多すぎる場合に、エラーメッセージが表示
されません。たとえば、3 列のテーブルに insert into table values(?,?,?,?,?)

を実行すると、実行時例外が発生し、パラメータは追加されません。

■ 課題 499 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=499)

準備された文を使用してパラメータを更新または削除した場合、実際のデータ型
に関係なく、結果にデフォルトの java.lang.Stringデータ型が表示されます。こ
れは、Oracle用 JDBCドライバのDataDirect接続が、リテラルとパラメータ化引数
が混在した update文に対して、パラメータメタデータ情報を返さないことが原因
です。

この課題を回避するには、生成されたXSDのパラメータのデータ型を手動で変更
します。

■ 課題 517 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=517)

特殊文字を使用した要素名を誤って解釈するのを避けるために、組み込み関数で
別名を必要とします。たとえば、準備された文の select avg(float) from table

where number in(...); では、次のエラーが発生します。

ERROR: s4s-att-invalid-value: Invalid attribute value for ’name’ in element

’element’. Recorded reason: cvc-datatype-valid.1.2.1: ’AVG(NUMBER)’ is not a

valid value for ’NCName’.

この課題を回避するには、関数の別名を使用します。たとえば、select

avg(float) avg from table where number in(...); を使用します。

■ 課題 533 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=533)
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DataDirectドライバが正しいメタデータを返しません。結果的に、ストアドプロ
シージャの出力パラメータが、正しくない結果セットとなります。これはドライ
バのエラーで、正しくないパラメータを返すメタデータ呼び出し
getProcedureColumns()に関して、DataDirectの作業チケットW809210001が提出
されています。

■ 課題 866 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=866)
sqljdbc.jarドライバを使用して、SQL Server 2005で日時の値を挿入できませ
ん。これは、空白文字と括弧に関する構文エラーが原因です。

解決方法については、http://forums.microsoft.com/

technet/ShowPost.aspx?siteid=17[amp ]amp;postid=4061403 を参照してくださ
い。

■ 課題 1087 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1087)
ストアドプロシージャが、BLOB (Binary Large Object)データ型をサポートしませ
ん。プロシージャはエラーを生成せずに実行されますが、select文はいずれの
BLOBデータも処理できません。

■ 課題 1747 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1747)
「レコード数」オプションが小さい値に設定されたクラスタ環境で、ポーリング
にDerbyデータベースを使用する場合、次の例外がスローされ、接続プールを使
用できなくなります。

java.sql.SQLException: Connection closed.

この課題を回避するには、ポーリングごとのレコード数を大きい値に設定します
(たとえば、1000レコードで 100など)。別の回避方法として、すべてのクラスタ
関連テーブルを同じデータベースに作成することもできます。

■ 課題 1803 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1803)
データベース BCが複数のサーバーにまたがるクラスタ環境に実装されている場
合、ポーリングテーブルのメッセージの状態が、別のインスタンス (または、再
開した同じインスタンス)で処理中のメッセージがピックアップされるのを防ぐ
ため、フェイルオーバーが機能しない場合があります。

この課題を回避するには、ポーリングテーブルで状態が「In progress」また
は「SENT」のレコードを手動で削除します。これにより、実行中のインスタン
スがメッセージをピックアップして再処理できるようになります。

■ 課題 2269 (およびCR 6882656) (https://open-esb.dev.java.net/issues/
show_bug.cgi?id=2269)
持続性が有効なビジネスプロセスでデータベース BCが使用されている場合、ス
トアドプロシージャが失敗して、例外がスローされます。

■ ウィザードを使用してデータベース BC WSDLドキュメントを作成する場
合、table_name.xsdという名前のXSDファイルも作成されます。同じ名前のXSD
ファイルがすでに存在する場合は、上書きされます。
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この課題を回避するには、既存のXSDファイルと異なるテーブル名を指定しま
す。

Enterprise Service Busに関する既知の課題
Enterprise Service Busに関する既知の課題を次に示します。

■ CR 6670699

Firefoxを使用している場合、接続マップまたはビジネスプロセスが表示可能な
キャンバスより大きいときに、スクロールバーが表示されません。表示可能な領
域外にある接続マップまたはビジネスプロセスを表示できません。

この課題を回避するには、接続マップまたはビジネスプロセスのサイズを元のフ
レームに収まるように変更します。

■ CR 6699303

新しいCAPSリポジトリブランチを作成するときに、NetBeansが
SocketTimeOutException をスローします。

これを回避するには、リポジトリ接続のタイムアウトを 60000に増やします。
■ CR 6700931

パスワードダイジェストを使用するユーザー名トークンがサポートされませ
ん。プロパティーを開いて、ユーザー名トークンのパスワードダイジェストをテ
ストできません。このサポートは、NetBeans、WSIT、およびGlassFishセキュリ
ティーの間で、完全に統合されていません。

■ CR 6706429

アラート管理の持続性を有効にして、ドメインを再起動していない場合、持続的
データベースに生成されるアラートが Enterprise Managerに届きません。

この課題を回避するには、アラート管理の持続性を有効にしたあと、ドメインを
再起動します。

■ CR 6706921

env.shコマンドが、UNIXで PATHを設定しません。このコマンドは、サンプル
やその他の実行可能ファイルを使用できるよう
に、PATH=$ENGINE_HOME/BIN:$JAVA_HOME/BIN:$PATHのような設定を行います。

この課題を回避するには、パスを手動で設定します。

■ CR 6708514

WSDLファイルをインポートした Java CAPSプロジェクトが、JCDの読み込み時に
失敗します (Red Hat Enterprise Linux 5の場合)。

■ CR 6695408

Java CAPS 6.2の既知の課題

Sun Java Composite Application Platform Suite 6.2リリースノート 39



OTDライブラリに対するトランザクションで、OTDテスターが起動しませ
ん。OTDテスターは、依存 JARファイル (特に、Forest APIベースのOTDおよび
B2B OTDの JARファイル)を正しく処理しません。
この課題を回避するには、netbeans.confを次の手順で変更します。

1. JavaCAPSHome/netbeans/etcに移動し、netbeans.confをテキストエディタで
開きます。

2. netbeans_default_options=で始まっている行を探し、行の末尾に次のオプ
ションを追加します。

--cp:p JavaCAPSHome/.netbeans/caps/modules/com-stc-antlrimpl.jar
JavaCAPSHomeは、Java CAPSホームディレクトリの場所です。

Tip –このオプションは、行末の二重引用符の内側に追加してください。

これにより、NetBeansは IDEのクラスパスの前に com-stc-antlrimpl.jarを付
加し、この JARファイルが提供する antlrクラス (B2B OTDライブラリが依存す
るクラス)が、NetBeansのデフォルトの antlrよりも優先されるようになりま
す。

3. 次のオプションを netbeans_default_options=プロパティーに追加します。

-J-Dantlrmaxaltblklines=3000

ファイル接続コンポーネントに関する既知の課題
ファイル接続コンポーネントに関する既知の課題を次に示します。

■ ファイル BCは、UTF-8形式のエンコーディングのみをサポートします。エン
コーディングの形式がUTF-8以外である場合、ファイル BCは入力データの読み
取りに失敗します。ただし、任意のエンコーディングスタイル (UTFまたは
UTF-8以外)のデータとバイナリデータは、どちらも添付ファイルとして転送可
能です。

UTF-8の制限は次の方法で回避できます。
■ UTF-8以外のデータを読み取る場合は、ファイル BCに入力する前に、カスタ
ムエンコーダを使用してデータをUTF-8形式に変換し、変換したデータを
ファイル BCの入力として渡します。

■ UTF-8以外のデータを書き込む場合は、ファイル BCからの出力をカスタムエ
ンコーダにルーティングし、データをUTF-8から指定した形式に変換しま
す。詳細は、Designing Custom Encodersを参照してください。

■ 課題 1206 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1206)
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Windowsオペレーティングシステムで、ファイル BCがXMLテキストをバイトに
変換するときに、改行文字ごとにキャリッジリターンが追加されます。たとえ
ば、\r\nが \r\r\nに変換されます。

■ 課題 2025 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=2025)
ファイル BCをオンデマンドモードで使用し、assignアクティビティーに対して標
準メッセージプロパティーの値を設定する場合、ReadOutノードのプロパ
ティー値を設定すると、この値はアプリケーションで使用されません。ReadIn
ノードの値を設定する必要があります。

FTP接続コンポーネントに関する既知の課題
FTP接続コンポーネントに関する既知の課題を次に示します。
■ 課題 796 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=796)

messageCorrelate属性が FTP WSDLの ftp:transfer要素で trueに設定されている
場合、FTP BCはUUIDを IDに使用して要求を応答に関連付けることができるよ
うに、入力ファイルが固定パターン (req.UUID)に一致すると予想します。

■ 課題 828 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=828)
FTP BCプロパティーの値が無効なプロジェクトは、コマンド行のビルド (antタス
ク)を使用するとビルドできますが、NetBeansでは検証に失敗してビルドできま
せん。これは、プロジェクトをビルドするときにNetBeansで自動的に実行される
一部の検証が、コマンド行のビルド (antタスク)では実行されないことが原因で
す。たとえば、FTP BCポーリング (pollIntervalMillis)の値が正以外の値または
整数以外に設定されたプロジェクトは、NetBeansでは検証に失敗しますが、ant
コマンドを使用するとビルドできます。

■ 課題 832 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=832)
すべてのオペレーティングシステムで、preReceiveLocation (sendToや
receiveFromなど)に指定するパスコンポーネントの区切り文字は、スラッシュ (/)
です。スラッシュの代わりにバックスラッシュを使用すると、次のようなエ
ラーが発生します。

FTPBC-E004026.

Exception when preparing ftp connection parameters in inbound processor.

java.lang.Exception:

FTPBC-E004019.

No directory name found in PreReceiveLocation [...] when PreReceiveCommand is

RENAME or COPY.

■ 課題 1926 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1926)
append属性がWSDLファイルの file:transfer要素で trueに設定されている場
合、FTP BCは情報をファイルの末尾に追加せずに、既存の出力ファイルを上書き
します。
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IEPサービスエンジンに関する既知の課題
IEPサービスエンジンに関する既知の課題を次に示します。
■ 課題 449 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=449)

IEPデータベースプラットフォームとしてOracleを使用する場合、Oracle JDBCド
ライバのバージョン 10.2.0.4.0以上を使用する必要があります。Oracle 9.2に含まれ
ているデフォルトのドライバ ( ojdbc14.jar)は、バージョン 9.0.2.0.0で、IEPでは
動作しません。使用しているドライバのバージョンを確認するには、ドライバ
JARファイルの manifest.mfファイルを確認してください。

■ OJCの課題 608 (https://open-jbi-components.dev.java.net/issues/
show_bug.cgi?id=608)
asadmin stop-instanceコマンドを使用してクラスタインスタンスを停止するとき
に、現在実行中の IEPプロセスが動作中のインスタンスにフェイルオーバーしま
せん。これは、停止プロセス中に呼び出されるメソッドの順序が原因です。

この課題を回避するには、サービスアセンブリを停止して再起動します。
■ 課題 1083 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1083)

IEP SEは、高可用性モードおよびフェイルオーバーモードで、意図したとおりに
動作しません。IEP SEの 2つのインスタンスがある場合に、プロジェクトをイン
スタンス 1に配備したあとインスタンス 2に配備すると、インスタンス 1は通常
の状態で出力を生成します。インスタンス 2からプロジェクトの配備を取り消し
たあと、インスタンス 1から配備を取り消し、続いてインスタンス 2にプロ
ジェクトを再配備してから、インスタンス 1に再配備した場合、インスタンス 2
が出力を生成するべきです。実際には、インスタンス 1とインスタンス 2の両方
が出力を生成します。

この課題を回避するには、インスタンス 2で IEP SEを再起動します。
■ 課題 1184 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1184)
この課題は、以前のバージョンの Java CAPSからアップグレードする場合にのみ
適用されます。パッチを適用して、GlassFishアプリケーションサーバーを起動し
たあと、IEPサービスエンジンが Java DBに接続できないか、iepseDBが存在しな
いことを示す例外を返します。

この課題を回避するには、次の手順を実行して、IEPサービスエンジンをアンイ
ンストールしたあとに再インストールします。

1. NetBeans IDEの「サービス」ウィンドウで、「サーバー」、「GlassFish
V2」、「JBI」、「サービスエンジン」の順に展開します。

2. 「sun-iep-engine」を右クリックし、「アンインストール」を選択します。IEP
サービスエンジンがアンインストールされます。

3. GlassFish管理コンソールを起動します。
4. 左側のナビゲーションパネルで、「リソース」、「JDBC」の順に展開
し、「JDBCリソース」を選択します。
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5. jdbc/iepseDerbyXAおよび jdbc/iepseDerbyNonXAという名前のリソースを削除
します。

6. iepseDBディレクトリが install-dir/.netbeans-derbyディレクトリにある場合
は、NetBeans IDEからログアウトして、iepseDBディレクトリを削除します。

7. NetBeans IDEを再起動したあと、GlassFishアプリケーションサーバーを再起動
します。

8. 「NetBeansサービス」ウィンドウで、「サービスエンジン」を右クリック
し、「インストールして起動」を選択します。

9. 表示されたウィンドウ
で、install-dir/appserver/domains/domain1/jbi/autoinstallを参照
し、iepserviceengine.jarファイルを選択します。

10.デフォルトの設定をそのまま使用して、「インストール」をクリックしま
す。IEPサービスエンジンがインストールされ、Java DB (iepseDB)に正常に接
続されます。

■ 課題 1187 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1187)
IEPデータベースがOracleを使用するように設定されている場合、Union演算子
が意図したとおりに動作しません。あるテストケースでは、2つのRelation
Aggregator演算子がUnion演算子に結合されました。出力には 7つのイベントが
含まれると予想されました。実際には、出力には 3つのイベントしか含まれませ
んでした。別のテストケースでは、2つのTime Based Window演算子がUnion演算
子に結合されました。Time Based Window演算子の一方で受信したイベントごと
に、Union演算子は期待どおりに計算されます。ただし、Time Based Window演算
子が期限切れになるときに、Union演算子が再計算されます。これは正しくない
ように思われます。

■ 課題 1311 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1311)
関係集約機能は、さまざまな演算子で期待どおりに動作せず、出力のイベント数
が正しくありません。たとえば、Oracleでは無効な集約が削除されません。Derby
では、集約が変更されていない場合にも集約が更新され、余分なイベントが発生
する場合があります。

■ 課題 1519 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1519)
Solaris SPARCで、Oracleデータベースを使用して IEP SEを実行しているとき
に、接続エラーが発生する場合があります。

この課題を回避するには、GlassFishサーバーを再起動します。
■ 課題 1882 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1882)

Solaris SPARCで IEP SEを実行して、Derbyデータベースを使用している場合、一
部のイベントが処理されません。これは、IEP SEが現在のタイムスタンプの取得
に使用する、JDKのメソッドに関する課題が原因です。
この課題が発生しているかどうかを確認するには、IEPアプリケーションにイベ
ントを送信して、タイムスタンプを確認します。

Java CAPS 6.2の既知の課題

Sun Java Composite Application Platform Suite 6.2リリースノート 43

https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1187
https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1311
https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1519
https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1882


■ 課題 1986 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1986)
IEP SEをOracle用に設定していて、RelationStream演算子を使用して入力リ
レーションからのイベントを取得するときに、重複するイベントが生成される場
合があります。

この課題を回避するには、RelationStreamの代わりに InsertStream演算子を使用し
ます。別の方法として、RelationStream演算子のあとにDistinct演算子を使用し
て、重複をフィルタ処理します。これらの方法は、どちらもRelationStreamを完
全に置き換えることはできません。

■ IEPサービスエンジンは、インストール中に接続プールと JDBCリソースを作成し
ます。この自動作成は、IEPサービスエンジンをGlassFishドメイン管理サーバー
(DAS)のインスタンスにインストールする場合にのみ実行されます。IEPサービス
エンジンをGlassFishのスタンドアロンインスタンスにインストールする場合、接
続プールと JDBCリソースは作成されません。
この課題を回避するには、接続プールと JDBCリソースを手動で作成したあ
と、IEPサービスエンジンをインストールします。

■ 1つの IEPモジュールプロジェクトに複数のイベントプロセッサが含まれる場合
があり、各イベントプロセッサに対して 1つのデータベース接続が作成され、開
いた状態が維持されます。したがって、各イベントプロセッサは専用のデータ
ベース接続を使用します。イベントプロセッサが停止すると (たとえば、複合ア
プリケーションが停止した場合)、この接続は解放されます。IEP SEはほかのタス
クでもデータベース接続を使用するため、接続プールの最大プールサイズ
は、IEP SEで動作しているイベントプロセッサの数の 10倍にしてください。

■ デフォルトでは、IEP SEは IEPプロセスドキュメントごとにWSDLドキュメント
を生成し、IEPプロセスが編集されるたびにWSDLドキュメントを再生成しま
す。デフォルトでは、接続とサービスはこのWSDLに生成され、配備時に正しく
機能させるために、通常はこれらの要素を編集する必要があります。ただし、こ
れらのWSDLドキュメントを編集する場合、WSDLドキュメントが生成されるご
とに、編集内容がデフォルト値で上書きされます。

CASAエディタで作成された接続とサービスは、IEP WSDLドキュメントが再生成
されるときに影響を受けません。ただし、IEP WSDLファイルを複製して、生成
された接続とサービスをCASAエディタでカスタマイズしないでください。生成
されたWSDLファイルに対する更新が、複製後に更新されなくなります。時間の
経過とともに、接続に配備した複製および編集したWSDLが、IEPサービスエン
ジンに配備したWSDLドキュメントと矛盾するようになります。繰り返し型の開
発で複合アプリケーションと IEPプロジェクトを設定する場合は、次の手順の使
用を検討してください。

1. IEPモジュールプロジェクトを定義します。
2. project.propertiesファイルで always.generate.abstract.wsdlフラグを true
に設定して、IEPが生成したWSDLファイルでの具象構成要素 (接続とサービ
ス)の生成を無効にします。

3. IEPモジュールプロジェクトをビルドします。
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4. IEPモジュールプロジェクトを新しい複合アプリケーションプロジェクトに追
加して、プロジェクトをビルドします。

5. 接続コンポーネントと接続を、CASAエディタを使用して定義します。複合ア
プリケーションのテスト機能を使用するには、SOAP入力とファイル出力の接
続をテスト環境に適切となるように定義します。

6. 複合アプリケーションをビルドして配備します。

7. テストを実行します。

8. IEPモジュールプロジェクトを変更し、CASAエディタで接続コンポーネント
とサービスの設定を必要に応じて調整し、複合アプリケーションを再ビルドお
よび再配備します。テストの実行を繰り返します。

JAXB用の Javaアプリケーションプロジェクトに
関する既知の課題
JAXBを使用する Javaアプリケーションプロジェクトに関する既知の課題を次に示し
ます。

■ NetBeansの課題 163169 (http://www.netbeans.org/issues/
show_bug.cgi?id=163169)

JAXB用の Javaアプリケーションプロジェクトでは、JAXBクラスファイルが実行
時に削除され、アプリケーションの実行が失敗します。

この課題を回避するには、「プロジェクトプロパティー」ウィンドウで「保存し
てコンパイル」の選択を解除します。「保存してコンパイル」にアクセスするに
は、「ビルド」、「プロパティーをコンパイルしています」ノードの順に選択し
ます。
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JBIブリッジに関する既知の課題
JBIブリッジを含むプロジェクトに関する既知の課題を次に示します。

■ CR 6683017

JCDが JBIブリッジを呼び出すときに、リポジトリベースのプロジェクトと JBIブ
リッジプロジェクトの両方が正しくビルドされていても、複合アプリケーション
の配備が失敗します。配備で、「ERROR: Starting service assembly failed」のエ
ラーメッセージが表示されます。

この課題を回避するには、JBIマッパーを使用してサービスアセンブリを手動で
起動します。

■ CR 6646537

JBIブリッジが、抽象WSDLで動作しません。JBIブリッジのビルドプロセス
は、ビジネスプロセスが使用するWSDLファイルに接続とサービスのセクション
が含まれている場合にのみ動作します。

この課題を回避するには、JBI WSDLエディタを使用してWSDLファイルを編集し
ます。適切な接続情報を追加して、WSDLファイルをリポジトリベースのプロ
ジェクトに再インポートします。

■ CR 6654477

シングルパートの入力および出力リテラルは、JBIブリッジ全体の BPEL 1.0およ
び BPEL 2.0エンジン間でサポートされません。

LDAP接続コンポーネントに関する既知の課題
LDAP接続コンポーネントに関する既知の課題を次に示します。

■ 課題 804 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=804)

認証タイプが LDAPサーバーとクライアント間で一致していない場
合、AuthenticationNotSupportedExceptionが発生します。たとえば、認証を行わ
ないか単純な認証 (強力でない認証)を処理するDSEE 6サーバーで、クライアン
トが強力な SSL認証を指定すると、エラーが発生します。

■ 課題 924 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=924)

無効なルートDN (dc=sun,dc=comの代わりに dc=sunなど)が指定されている場
合、設計時の検証が実行されません。これにより、ユーザーは LDAP WSDL
ファイルを正しくない値で (不正に)作成できます。このようなプロジェクト
は、実行時に No such objectエラーメッセージが表示されて失敗します。
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Sun Master Indexに関する既知の課題
Sun Master Indexに関する既知の課題を次に示します。

■ CR 6718625

EDMレポートに含まれるフィールドが、EDMで表示されるように設定されてい
ない場合、レポートは生成されません。

この課題を回避するには、EDMに表示しないフィールドをレポートに含めないよ
うにしてください。

■ CR 6867017

Master IndexアプリケーションをNetBeansから再配備するときに、配備先に対す
る更新 (たとえば、ホスト名やポート番号)が更新されません。

この課題を回避するには、GlassFish管理コンソールまたはコマンド行から配備を
行います。NetBeansから配備するには、テキストエディタでNetBeansProjects
/ProjectName/nbproject/private/private.propertiesを開
き、j2ee.server.instanceプロパティーを変更します。次に例を示します。

j2ee.server.instance=[C:\\CAPS62\

\appserver]deployer:Sun:AppServer::localhost:21048

■ CR 6757529

Sun Match Engineで、日付の比較機能 (dY、dM、dDなど)が相対的な時間の計算
ではなく直接的な文字列比較として使用されている場合、比較機能は正しく機能
しません。つまり、yオプションは正しい値を返しません。

これを回避するには、日付比較機能を直接的な文字列比較 (nオプション)を指定
して使用してください。
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XSLTサービスエンジンに関する既知の課題
XSLTサービスエンジンに関する既知の課題を次に示します。

■ 課題 1631 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1631)

HTTP/SOAP接続があるXSLTプロジェクトを実行しているときに、サーバーログ
に SEVEREエラーが記録されます。エラーは次のとおりです。

Unable to create envelope from given source because the root element is not

named Envelope

これは間違ったログメッセージで、XSLTプロジェクトの実行には干渉しませ
ん。

メッセージがログに記録されるのを防ぐには、XSLT SEの「SAAJロ
ガー」を「OFF」に設定します。

■ NetBeansの課題 161321 (http://www.netbeans.org/issues/
show_bug.cgi?id=161321)

XMLエディタでテキストを変更する場合、「検証」をクリックしても、コードの
コンパイルおよび検証の前に変更が保存されません。XMLを検証する前に、「す
べて保存」をクリックする必要があります。

■ 課題 1760 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1760)および
NetBeansの課題 162869 (http://www.netbeans.org/issues/
show_bug.cgi?id=162869)

XSLT SEは catalog.xmlをサポートしません。このファイルは、正しい参照リ
ソースのサポートに必要です。たとえば、別のプロジェクトからプロジェクト参
照を使用してWSDLドキュメントを参照している場合、XSLTプロジェクトの配
備が失敗します。
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複合アプリケーションに関する既知の課題
複合アプリケーション (CA)プロジェクトに関する既知の課題を次に示します。

■ NetBeansの課題 148024 (http://www.netbeans.org/issues/
show_bug.cgi?id=148024)

GlassFishで SOAP 1.2がサポートされている場合でも、SOAP12接続を使用してテ
ストケースを作成できません。

この課題を回避するには、SOAP12の代わりに SOAP接続を使用します。
■ NetBeansの課題 152455 (現在は 138971) (http://www.netbeans.org/issues/

show_bug.cgi?id=152455)

CASAエディタの設計キャンバスが特定のサイズのときに、スクロールバーが表
示と非表示を繰り返し、CPUの使用率が 100%になります。

この課題を回避するには、ウィンドウまたはCASAエディタの設計キャンバスの
サイズを、スクロールバーが表示されないように変更します。

■ NetBeansの課題 152449 (http://www.netbeans.org/issues/
show_bug.cgi?id=152449)

新しいプロジェクトタイプをインストールする場合、複合アプリケーションプロ
ジェクトが最初にサービスエンジンのタイプを判断できず、サービスユニットを
配備できません。次のエラーメッセージが表示されます。

Cannot add JBI module project_type.
Its target component type engine_name is unknown.

この課題を回避するには、NetBeans IDEを停止して再起動します。
■ NetBeansの課題 153537 (http://www.netbeans.org/issues/

show_bug.cgi?id=153537)

サービスユニット (SU)を削除したあと、複合アプリケーションプロジェクトを再
ビルドできません。

この課題を回避するには、build-impl.xmlファイルを手動で編集し、削除した SU
を操作するセクションをすべて削除します。
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JBI管理に関する既知の課題
JBIコンポーネントの管理に関する既知の課題を次に示します。

■ 課題 884 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=884)、課題 885
(https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=885)、およびOJCの課
題 559 (https://open-jbi-components.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=559)
設定エラーがあるときにコンポーネントをシャットダウンすると、コンポーネン
トを再起動できず、NetBeans IDEまたはWebコンソールでコンポーネントの設定
を編集できません。

これが発生すると、コンポーネントの状態が「停止中」に変更され、プロパ
ティーを正しく再設定することができます。プロパティーの値を修正したあ
と、コンポーネントをシャットダウンして再起動し、変更を有効にします。

BPELサービスエンジンでは、JDBCリソース名にエラーがある場合、エンジンが
リソースを所定の名前で作成し、デフォルトの接続プールが使用されていると想
定します。Derbyデータベースが起動されていない場合、デフォルトの接続
プールは作成されません。

■ NetBeansの課題 163169 (http://www.netbeans.org/issues/
show_bug.cgi?id-163169)
「Javaアプリケーションプロジェクトのプロパティー」ウィンドウで「保存して
コンパイル」オプションを選択すると、JAXBクラスファイルが実行時に削除さ
れます。プロジェクトは、実行時に次の例外が発生して失敗します。

Exception in thread "main" java.lang.NoClassDefFoundError

この課題を回避するには、「保存してコンパイル」オプションの選択を解除しま
す。このオプションにアクセスするには、「Javaアプリケーションのプロパ
ティー」ウィンドウで、「構築」、「コンパイルしています」の順に選択しま
す。

ローカリゼーションに関する既知の課題
ローカリゼーションに関する既知の課題を次に示します。

■ 課題 1138 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1138)
英語以外のロケールで次の手順を実行すると、GlassFishサーバーツリーを展開し
て値を選択できなくなります。

1. 新規ファイルウィザードを起動して、新しい JCAメッセージ駆動型 Beanを作
成します。

2. ウィザードの手順 1～ 3を完了します。
3. 手順 4の「接続URL」で、省略記号のボタンをクリックし、GlassFishを起動し
て JNDI値を取得します。
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この課題を回避するには、GlassFish管理コンソールを使用して、「接続URL」に
入力する JNDI値を取得します。値にアクセスするには、「リソース」、「コネ
クタ」、「管理オブジェクトリソース」の順に選択します。

■ CR 6883496
中国語のロケールで複合アプリケーションを作成するときに、複合アプリ
ケーションのビルドプロセスが失敗します。

インストールと起動に関する既知の課題
インストールに関する既知の課題を次に示します。

■ CR 6706840
Java CAPSをRed Hat Enterprise Linux 5にインストールする場合、インストールが
完了したときにインストーラが応答を停止します。

これを回避するには、ウィンドウの右上にある「X」ボタンを選択します。新し
いウィンドウに、「Installation not complete」というメッセージが表示されま
す。このウィンドウで、「了解」を選択します。

■ CR 6684782
AIX 5.3で JDK 6を使用する場合、SARファイルのアップロードが失敗します。
この課題を回避するには、AIX 5.3では JDK 6ではなく JDK 5だけを使用してくだ
さい。

■ CR 6710310
AIX 5.3では、importProject.shコマンドの実行が失敗します。

この課題を回避するには、AIX 5.3では JDK 6ではなく JDK 5だけを使用してくだ
さい。

■ CR 6820147
OpenSolaris 2008.11で実行する場合、GlassFishサーバーが起動時にタイムアウトし
ます。asadmin start-domainを実行すると、実際にドメインが起動および動作し
ている場合でも、次のメッセージが表示されます。

Timeout waiting for domain domain1 to go to starting state.

CLI156 Could not start the domain domain1.

■ CR 6797262
Java CAPSをOpenSolarisにインストールする前に、OpenSolarisに次のパッケージ
がインストールされていることを確認してください。これらはデフォルトの
パッケージセットに含まれていません。これらのパッケージがない場合、Java
CAPSのインストールが失敗します。
■ SUNWfontconfig
■ SUNWj6dev
■ SUNWj6rtx
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■ SUNWxwplt
■ SUNWdbus
■ SUNWxcu4 (OpenSolaris 2009.06)

■ CR 6881305

Java CAPSで JDK 1.6.0_12以降を使用している場合、アプリケーションの開発に使
用するウィザードおよびエディタで課題が発生します。また、JDK 1.6.0_13また
は 1.6.0_14を使用している場合は、Windowsでインストールが失敗します。Java
CAPSインストーラは、Solaris SPARCまたはAMD環境で、64ビットバージョンの
JDK release 1.6.0_04をサポートしません。また、インストーラはAIX 5.3上の JDK
1.6.0以降もサポートしません。

この課題を回避するには、Java CAPSで JDK 6を使用する場合は、JDKバージョン
1.6.0_03から 1.6.0_11のみを使用してください。ただし、Solaris SPARC、AMD、お
よびAIXについては、ここで説明したように例外があります。

■ CR 6881054

インストーラで、一部のメッセージが途中までしか表示されず、テキスト全体を
読むことができません。インストーラのウィンドウの幅を広げて、メッセージ全
体を表示できる場合もあります。

■ CR 6865075

Java CAPS 6.2に 5.0.xプロジェクトをインポートするときに、接続マップの接続が
正しく引き継がれない場合があります。これが発生すると、プロジェクトをビル
ドするときに接続マップのエラーが発生します。エラーメッセージには、修正が
必要な接続に関する情報が示されます。

■ CR 6881054

Java CAPSインストーラの JDKの選択セクションで、メッセージが途中までしか
表示されず、読むことができません。

相互運用性に関する既知の課題
相互運用性に関する既知の課題を次に示します。

■ CR 6707146

Java CAPSに用意されたデフォルトのAccess Managerのセットアップは、Federated
Access Manager 8.0では動作しません。

■ CR 6662622

Java CAPS 5.1.3のワークリストマネージャーポートレットは、Portal Server 7では
配備されません。

■ CR 6761432
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amserverの配備を取り消せません (「GlassFish V2」、「アプリ
ケーション」、「Webアプリケーション」の下)。amserverの配備を取り消そうと
すると、NetBeansとGlassFish間の接続が壊れます。

■ CR 6703514
Access Managerはローカルホストに対してあらかじめ設定されています。FQDN
でアクセスされた場合に、リモートアクセス可能性の課題が発生します。

この課題を回避するには、次の手順を実行します。

1. GassFishを停止します。
2. JavaCapsHome/appserver/domains/

DomainName/applications/j2ee-modules/amserver/WEB-INF/classesに移動
し、テキストエディタで AMConfig.propertiesを開きます。

3. com.sun.identity.server.fqdnMap[<invalid-name>]=<valid-name>プロパ
ティーのコメントを解除します。

4. <invalid-name>および <valid-name>に適切な値を代入して、プロパティーを
変更します。

5. GlassFishを再起動します。
■ CR 6882644

GlassFishおよびWeb Space Serverが別のファイルベースの配布からインストール
されている場合、Web Space ServerのWARファイルの配備が失敗します。
この課題を回避するには、管理コンソールを使用するか、ファイルをドメインの
自動配備ディレクトリにコピーして、ファイルを手動で配備します。

NetBeansに関する既知の課題
■ Java CAPS 6は、Java CAPS InstallerでインストールされたNetBeansプラグインで動
作するように、テストおよび保証されています。NetBeans IDEにほかのNetBeans
プラグインやプラグインの更新をインストールすると、互換性の課題が発生する
場合があります。Java CAPS Supportから入手したプラグインや更新には、この内
容は適用されません。

NetBeans IDEを起動するときに、他社製のプラグインの更新を IDEにインス
トールするよう要求される場合があります。これらの更新はインストールしない
でください。今後メッセージを表示しないようにするには、次の手順を実行して
ください。

1. NetBeans IDEで、「ツール」をクリックし、「プラグイン」を選択します。
2. 「プラグイン」ウィンドウで、「設定」タブを選択します。
3. CAPSリポジトリアップデートセンターだけを選択し、ほかのアップデートセ
ンターの選択を解除します。
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4. 「閉じる」をクリックして、変更を保存し、「プラグイン」ウィンドウを閉じ
ます。

ほかのNetBeansプラグインを使用する場合は、.netbeansディレクトリをバック
アップします。このディレクトリは、Java CAPSインストールディレクトリの最上
位にあります。または、別にインストールされたNetBeansを使用して、Java
CAPSに含まれていないほかのプラグインを試してください。バックアップした
.netbeansディレクトリを復元する必要がある場合は、NetBeans IDEが動作中でな
いことを確認します。現在の .netbeansディレクトリを削除し、バックアップし
たディレクトリで置き換えます。

GlassFish Enterprise Serverに関する既知の課題
■ CR 6684658

GlassFish Enterprise ServerがWindowsサービスとして実行されている場
合、STCMSサーバーが正常にシャットダウンされません。サービスを停止したあ
とでも、STCMSがWindowsのタスクマネージャーに表示されます。
Java CAPS 6をWindowsにインストールし、Java CAPSをWindowsサービスとして
実行する場合、この課題を回避するには、インストール後に domain.xmlに次の行
を追加します。

<jvm-options>-Dcom.sun.enterprise.server.ss.ASQuickStartup=false</jvm-options>

■ CR 6744439
STCMSインスタンスを作成および管理する asadminコマンドが、asadmin helpの
出力に含まれません。使用可能な STCMSコマンドは次のとおりです。
■ create-stcms

■ delete-stcms

■ list-stcms

■ show-stcms-status

■ enable-stcms

■ disable-stcms

これらのコマンドのヘルプ情報を表示するには、asadmin help CommandName と
入力します。CommandNameには、上のコマンドのいずれかを指定します。

Note –これらのコマンドのヘルプ情報を表示するには、STCMSをインストールし
ている必要があります。STCMSはMac OSではサポートされません。したがって
Macでは、STCMSがデフォルトの Java CAPSインストールに含まれていません。

■ CR 6785405
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作成される server.logファイルの数を制限する recycle-size機能を使用するに
は、Sun GlassFish Enterprise Manager Performance Advisorをインストールする必要
があります。このパッチは http://sunsolve.sun.comからダウンロードできま
す。パッチ IDは 140751です。Readmeファイルのインストール手順に従ってくだ
さい。Readmeファイルには、Performance Advisorに関する追加情報へのリンクも
含まれています。

■ CR 6882939
中国語のロケールを使用しているMac OSに Java CAPSをインストールする場
合、デフォルトドメインが正しく作成されません。

JBIクラスタに関する既知の課題
クラスタ環境で Java CAPS JBIコンポーネントを使用する場合の、既知の課題を次に
示します。

■ 課題 1909 (https://open-esb.dev.java.net/issues/show_bug.cgi?id=1909)
GlassFish管理コンソールを使用してクラスタインスタンスを設定するときに、設
定が新しいクラスタインスタンスに伝達されません。これはインスタンスが個別
に設定されるためです。これにより、配備が失敗する場合もあります。

この課題を回避するには、各クラスタインスタンスを個別に設定するか、次の
asadminコマンドを使用してクラスタ内のすべてのインスタンスを設定します。
asadmin update-jbi-application-variable --component=sun-jms-binding

name=value

使用法については、asadminのヘルプを参照してください。
■ CR 6883003

WebサービスをGlassFishクラスタに配備するときに、1つ目のノードにDASと
ノードエージェントが含まれ、2つ目のノードにノードエージェントだけが含ま
れている場合、Webアプリケーションが 2つ目のインスタンスでWSDLファイル
を見つけられません。

この課題を回避するには、2つ目のクラスタインスタンスでDASのディレクトリ
階層を作成し、Webアプリケーションが検索を行う場所に、WSDLファイルをコ
ピーするかシンボリックリンクを作成します。次に例を示します。

mkdirhier /opt/glassfish/domains/domain1/applications/j2ee-modules/

WebAppName/WEB-INF/wsdl/client/WSDLName/
cd /opt/glassfish/domains/domain1/applications/j2ee-modules/

WebAppName/WEB-INF/wsdl/client/WSDLName/
cp /opt/glassfish/nodeagents/

ClusterNodeAgent/InstanceName/applications/j2ee-modules/
WebAppName/WEB-INF/wsdl/client/WSDLName/ WSDLName.wsdl
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ln -s /opt/glassfish/nodeagents/

ClusterNodeAgent/InstanceName/applications/j2ee-modules/
WebAppName/WEB-INF/wsdl/client/WSDLName/ WSDLName.wsdl

その他の既知の課題
■ MySQLはマイクロ秒をサポートしません。したがって、受信メッセージにマイク
ロ秒の値を含む時刻またはタイムスタンプのフィールドが含まれている場合、秒
の値の端数部分はデータベースで無視されます。たとえば、タイムスタンプの値
が「2010–12–10 14:12:09.019473」の場合、下位の 6桁 (019473)は無視されます。

■ CR 6761256
Enterprise Managerが実行されていない場合、Enterprise Managerのコマンド
stopserverは、実行されていないことを通知する代わりに例外をスローします。

■ CR 6744536
XML SchemaのUnique Particle Attribution (UPA)規則のオンとオフを切り替える方
法がありません。この機能はスキーマの曖昧さを防止します。Java CAPS 5.1.3で
は、デフォルトでUPAチェックが無効です。Java CAPS 6では、デフォルトで
UPAチェックが有効です。
この課題を回避するには、XML.propertiesという名前のファイルを作成し、次の
行を追加します。

enforceUnqPartAttrib=false

ファイルを /.netbeans/caps/config/Preferences/com/stc/capsee/cor/utilities

に保存します。これにより、UPAチェックが無効になります。UPAチェックを有
効にするには、ファイルを削除するか、パラメータを trueに設定します。

■ CR 6662117
Release 6は、古い 5.x releaseのコンポーネントをRelease 6のコンポーネントと一緒
に使用することをサポートしません。たとえば、5.1.3 Enterprise Designerから
Release 6のリポジトリに接続することはできません。また、NetBeansから 5.1.3リ
ポジトリに接続することもできません。これは、Enterprise Managerの場合と同様
です。
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